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広
報

・75回目の終戦の日を迎える 8 月。都城歴史資料館（☎25-8011）と市立美術館　
（☎25-1447）で戦争に関する企画展を開催しています。
・盆地まつり・高崎夏まつり・高城観音池まつり・山之口どんどんまつり・山田のか
かし村まつりは、新型コロナウイルス感染防止のため中止となりました。

・高城観音池公園流水プール・山田一堂ケ丘公園流水プール・関之尾緑の村プールは、
本年度休業します。

お知らせお知らせお知らせお知らせ



今月の表紙

木漏れ日の中、
落ち葉を踏みしめて
　今月の表紙の写真、一体
どこだと思った人もいるの
では。場所は、都城歴史資
料館西側、城山公園の園路
です。広葉樹の落ち葉を踏
みしめながらの散策は、梅
雨の合間のすがすがしい時
間でした。

2020 年度の都城観光レディが 6月18日、池田市長
を表敬訪問しました。4人の観光レディは「食べ物や
自然、人の温かさなどの都城の魅力を積極的に PRし
たい」と意気込んでいました。

都城の魅力を積極的にPR！

「都城市環境美化の日」絵画コンクールの表彰式を
7月 1日、市長室で行いました。大賞に輝いた川東小
5年の瀬口佳蓮さんの作品は、市の啓発ポスターとし
て市内の公共施設や学校などに掲示します。

絵画で表現する「環境美化」

特設授業「上小フィロソフィ」が 7月 8日、上長飯小
学校で行われました。6年生 149人が、あいさつの大切
さなどを再確認。講義をした徳丸教論は、当たり前のこ
とを当たり前にする大切さを児童らに呼び掛けました。

上小フィロソフィ学びました

取材で会った、笑顔
「県ナンバーワンを目指す上長飯小学校
　上長飯小学校は、全校生徒 724 人の大規模校。
学校生活をより良くする上小フィロソフィを、市
にならって作りました。私たち6年生が中心になっ

て、下級生のお手本に
なれるよう努力しま
す。そして、上小を県
ナンバーワンの学校に
したいです。
上長飯小学校
６年生の皆さん

ＩＮＤＥＸ
02	 まちの話題
03	 新型コロナウイルス感染症
	 緊急対策のお知らせ・追加分
04	 特 集
	 都城の元気を徹底紹介　シリーズ③
08	 遠い記憶を新たに　戦後75年、募る平和への思い
12	 人の風景
14	 進むスポーツ拠点施設の整備
16	 都城で学ぼう！
18	 都城へ帰っておいでよ
19	 都城島津伝承館企画展　
	 北郷三代忠相・忠親・時久と戦国時代
20	 在宅医療と介護の連携「住み慣れた地域で、
	 最期まで自分らしい暮らし」
21	 幼児期の神経発達症（発達障がい）
21	 麻しん・風しんを予防しましょう
22	 INFORMATION（市からのお知らせ）
26	 救急について正しく理解しよう！／墓の手続き・お盆の墓参り
27	 がん検診を受けよう！／今月のお便り
28	 学校へ行こう！／今月の読者プレゼント
29	 国際交流員のひとりごと／美術館情報／
	 ぼんちくんと歴史探訪／都城島津伝承館だより
30	 行こうよ！　まるまる！／図書館だより
31	 地域おこし協力隊／NPO情報／選挙に行こう ! ／
	 番組紹介／現住人口／編集後記
32	 ぼんちくんお手軽レシピ／
	 広報紙を配布するときのお願い
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緊急対策事業の追加分を紹介します。
なお、これまでの緊急対策は、広報都城５月号折り込みの「広報都城・号外」や広報都城７月号、

市ホームページを確認ください。

コロナ禍コロナ禍にに負けない！負けない！

新型コロナウイルス感染症
新型コロナウイルス感染症

緊急対策事業  追加！緊急対策事業  追加！
コロナ禍コロナ禍にに負けない！負けない！

新型コロナウイルス感染症
新型コロナウイルス感染症

緊急対策事業  追加！緊急対策事業  追加！

地域における生活支援および消費喚起を目的に、市内の登録店舗で使用できる「がんばろう
都城！ふるさと応援券（5,000円）」を全ての市民の皆さんに交付します。また、子育て世帯
に対しては、子ども 1人当たり 5,000円を上乗せします。

◉対象　住民基本台帳に記載された都城市民
◉内容　市民１人当たり１セット（１，０００円券５枚つづり）
　　　　子ども（平成 14年４月２日以降出生）は１セット上乗せ
◉利用店舗　市内の登録店舗
◉交付時期　９月に郵送
◉使用期間　交付の日～令和３年２月 28日
　ふるさと応援券事務局　☎ 23-8078

◉対象　次のいずれかに該当する人
①令和 2年 6月分の児童扶養手当の支給を受ける人
②公的年金などを受給していて、令和 2年 6月分の児童扶養手当の支給が全額停止される人
③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給
している人と同水準になった人

◉給付金額　1世帯当たり 5万円　※第 2子以降 1人当たり 3万円
【追加給付】
①②に該当する人で、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が減少
した人には、1世帯当たり 5万円の追加給付があります。
◉申請方法　①②に該当する人には、8月初旬に申請書類一式を送付します。必要事項を記入・
押印し、必要書類を添えて返信ください。
③に該当する人は、こども課給付金担当まで連絡ください。

【相談専用電話】厚生労働省コールセンター　
☎ 0120-400-903
　こども課給付金担当　☎ 23-8072

例　夫婦２人世帯：５千円×２セット＝１万円
　　夫婦・子ども２人の４人世帯：５千円×４セット＋５千円×２セット＝３万円

見 本見 本見 本見 本見 本

がんばろう都城！ふるさと応援券事業　10億 4,641万円 市独自市独自

ひとり親世帯への臨時特例給付金　3 億 1,415万円 
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2.5倍超

H30H29

121万人

310万人
中心市街地来街者数

にぎわいと活力を生み出すまちづくりにぎわいと活力を生み出すまちづくり
「中心市街地の活性化」「中心市街地の活性化」
「地域活性化」 「地域活性化」 のための取り組みのための取り組み

躍進する都城を紹介する連載企画「都城の元気を徹底紹介」。シリーズ最終回となる今回は、「中心市街地の活躍進する都城を紹介する連載企画「都城の元気を徹底紹介」。シリーズ最終回となる今回は、「中心市街地の活
性化」や、「市民サービスのさらなる向上」、「デジタル化の推進」などの取り組みと成果について特集します。性化」や、「市民サービスのさらなる向上」、「デジタル化の推進」などの取り組みと成果について特集します。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎ 23-3174◎問い合わせ　秘書広報課　☎ 23-3174

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
郊
外
型
店

舗
の
急
増
な
ど
の
影
響
か
ら
、
本
市
の
中

心
市
街
地
の
百
貨
店
や
店
舗
が
相
次
い
で

閉
店
。
来
街
者
は
激
減
し
、
空
き
店
舗
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
切

り
札
と
し
て
百
貨
店
跡
の
再
生
を
計
画
。

ニ
ー
ズ
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
関
係

機
関
と
連
携
し
て
実
施
し
、
調
査
結
果
な

ど
か
ら
「
憩
い
の
場
＝
た
ま
り
場
」
を
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
子
育
て
中
の
女
性
が

利
用
し
や
す
い
中
心
市
街
地
の
中
核
と
な

る
施
設
と
し
て
再
整
備
し
ま
し
た
。

市立図書館

平
成
30
年
４
月
28
日
、
ま
ち
な
か
に
、

憩
い
・
学
び
・
楽
し
む
「
た
ま
り
場
」
と

し
て
、
多
機
能
の
施
設
を
集
約
し
た
中
心

市
街
地
中
核
施
設
「M

allm
all

」
が
誕
生
。

市
立
図
書
館
を
は
じ
め
、
子
育
て
世
代
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ
ぴ
か
」
や
都
城

市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
な
か
広
場
な
ど
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代

が
集
い
、
活
動
す
る
拠
点
を
整
備
し
ま
し

た
。整

備
前
に
約
1
2
1
万
人
だ
っ
た
中
心

市
街
地
の
来
街
者
は
、
平
成
30
年
度
に
は

3
1
0
万
人
（
約
２・5
倍
）
に
増
加
し

ま
し
た
。

切
望
さ
れ
た

中
心
市
街
地
の
活
性
化

活
性
化
の
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト

中
心
市
街
地
中
核
施
設

「M

ま

る

ま

る

allm
all

」の
誕
生
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21倍超

H28～R1H24～H27
21人

459人

シリーズ②都城の元気を徹底紹介

移住者数の推移

シリーズ③都城の元気を徹底紹介

　
「
ま
ち
な
か
」
に
訪
れ
た
人
を
そ
の
周

辺
に
回
遊
さ
せ
る
た
め
、
平
成
27
年
度
に

「
都
城
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

を
ス
タ
ー
ト
。M

allm
all

を
中
心
に
国

道
10
号
や
西
都
城
駅
周
辺
が
、
年
末
年
始

を
挟
ん
で
約
２
カ
月
間
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

都城まちなかイルミネーション

　
市
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進
さ
せ
る

た
め
、「
移
住
支
援
給
付
金
・
ひ
な
た
暮

ら
し
実
現
応
援
事
業
費
給
付
金
」
や
「
転

職
応
援
補
助
金
」
な
ど
、
九
州
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
移
住
支
援
を
実
施
。
移
住
者
は
、

21
人
（
平
成
24
年
度
～
27
年
度
）
か
ら
、

４
５
９
人（
平
成
28
年
度
～
令
和
元
年
度・

21
倍
）
に
急
増
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
な
ど
の
買
い
物
支
援
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
新
商
品
の
開
発
補
助
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
性

化
の
た
め
、
住
民
を
主
体
に
課
題
を
見
付

け
解
決
す
る
地
域
活
性
化
事
業
補
助
金
を

交
付
。
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま

で
の
４
年
間
に
、
１
地
区
当
た
り
１
千
万

円
を
交
付
し
、
令
和
元
年
度
は
、
全
15
地

区
で
、
43
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
備
え
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
も
配
慮
し
た
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
地
区
公
民
館
を
順

次
整
備
。
平
成

28
年
度
か
ら
、

祝
吉
、
沖
水
、

志
和
池
地
区
公

民
館
を
整
備

し
、
現
在
、
庄

内
地
区
公
民
館

の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

M
allm

all

か
ら

広
が
る「
に
ぎ
わ
い
」

移
住
・
定
住
の
促
進

各
地
域
を
持
続
可
能
に

地
区
公
民
館
の
建
設

回
遊
し
た
く
な
る「
仕
掛
け
」

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
人
口
減
少
対
策
や
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
規
模
を
年
々
拡

大
し
、
当
初
40
万
球
だ
っ
た
電
球
は
、
令

和
元
年
度
に
は
90
万
球
に
ま
で
増
加
。
幻

想
的
な
光
が
、
ま
ち
な
か
を
鮮
や
か
に
彩

る
こ
と
で
、
来
街
者
の
誘
引
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
地
点
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
見
る
た
め
に
、
回
遊
性
は
高
ま
り
、

ま
ち
な
か
全
体
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
ち
な
か
に
誕
生
し
た
「
た
ま
り
場
」。

M
allm

all

を
核
に
人
の
流
れ
が
で
き
、

そ
の
に
ぎ
わ
い
は
周
辺
の
商
店
街
な
ど
に

も
広
が
り
始
め
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
に
51
・
4
㌫
で
あ
っ
た
中

心
市
街
地
のM

allm
all

を
中
心
と
し
た

最
重
点
エ
リ
ア
の
空
き
店
舗
率
は
、
令
和

元
年
度
に
は
29
・
9
㌫
に
大
幅
改
善
。
平

成
30
年
度
以
降
の
新
規
出
店
は
、
40
件
を

数
え
ま
す
。

地
域
活
性
化
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市民目線でより身近に、より優しい市役所へ市民目線でより身近に、より優しい市役所へ
「市民サービスのさらなる向上」「市民サービスのさらなる向上」

のための取り組みのための取り組み

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
推
進

顔
写
真
付
き
I

C
カ
ー
ド
で
あ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
の
各
種
証

明
書
交
付
サ
ー
ビ

ス
に
利
用
で
き
る

な
ど
、
利
便
性
の

高
さ
が
特
徴
で
す
。

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

推
進
の
た
め
、「
都
城
方
式
」
と
呼
ば
れ

る
独
自
の
取
り
組
み
を
実
施
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
、
商
業
施
設
や
自
治
公

民
館
な
ど
の
ほ
か
、
警
察
署
と
連
携
し
て
、

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
出
張
に
よ
る
申
請

補
助
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
本
市
の

令
和
２
年
７
月
１
日
時
点
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
37
・
9
㌫
で
、

市
区
別
全
国
１
位
と
な
っ
て
い
て
、
特
別

定
額
給
付
金
（
10
万
円
）
の
ス
ム
ー
ズ
な

給
付
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

よ
り
身
近
な
市
役
所
へ

よ
り
親
し
み
や
す
く
、
居
心
地
の
良
い

空
間
を
目
指
し
て
、
平
成
30
年
度
に
市
役

所
の
窓
口
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
案
内

表
示
を
窓
口
ご
と
に
色
分
け
し
た
こ
と
で
、

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合

案
内
や
待
合
に

お
も
て
な
し
ガ

イ
ド
を
配
置
。

担
当
部
署
ま
で

案
内
し
た
り
、

高
齢
者
や
体
が

不
自
由
な
人
の

サ
ポ
ー
ト
を
し

た
り
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
接
客
に
笑
顔
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

遺
族
に
寄
り
添
う
お
く
や
み
窓
口

　
市
で
は
、
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
遺
族

の
手
続
き
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
お

く
や
み
窓
口
を

令
和
元
年
11
月
、

市
役
所
１
階
市

民
課
に
県
内
の

自
治
体
と
し
て

初
め
て
開
設
。

　
お
く
や
み
窓

口
で
は
、
申
請

書
を
一
括
作
成
し
、
手
続
き
の
必
要
な
窓

口
を
案
内
す
る
こ
と
で
、
申
請
書
を
記
入

す
る
負
担
や
手
続
き
に
対
す
る
不
安
の
軽

減
、
手
続
き
時
間
の
短
縮
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

市では、平成31年４月、さらなる市民の幸
福と市の発展のため「都城フィロソフィ」を策
定。「あいさつが全ての基本」や「コンセプト
を立て、戦略的に行動し、結果を出す」といっ
た都城市職員としての心構えを定めています。

なお、都城フィロソフィ手帳は、職員課（☎
23-2119）にて１冊500円で販売しています。

－「都城フィロソフィ」の柱－
第１部　素晴らしい人生を送るために

第１章　成功方程式（人生・仕事の方程式）
第２章　正しい考え方を持つ
第３章　熱意を持って、地道に努力を続ける
第２部　素晴らしい都城市とするために

第１章　一人ひとりが都城市役所
第２章　全員の心を一つにする
第３章　燃える集団となる
第４章　結果にこだわる

トピック
topic

行政機関として全国初！
「都城フィロソフィ」を策定！

詳細はこちら

市では、マイナンバーカードの普及推進や接遇の徹底、市では、マイナンバーカードの普及推進や接遇の徹底、
また、おくやみ窓口を開設するなど、市民サービスまた、おくやみ窓口を開設するなど、市民サービス

のさらなる向上に取り組んでいます。のさらなる向上に取り組んでいます。
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Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

　
令
和
元
年
10
月
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
都
城
市
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
。
利
用
登
録
の
際
、
本
人

の
住
む
地
域
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
や
子
育

て
、
ご
み
収
集
日
の
情
報
な
ど
関
心
の
あ

る
項
目
を
選
ぶ
こ
と
で
、
必
要
な
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
職
員
が
直
接
、
移
住
相
談
に
応

じ
る
全
国
初
の
「
対
話
型

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
便
利
な
機
能

を
備
え
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
面
接

　
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
職
員
採
用
試
験

に
デ
ジ
タ
ル
面
接
を
導
入
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

を
利
用
し
、
受
験
者
が
質
問
に
答
え
る
様

子
を
自
ら
録
画
し
、
送
信
。
時
間
や
場
所

を
問
わ
ず
面
接
に
臨
め
る
こ
と
か
ら
、
受

験
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

　
市
で
は
、
い
つ

ま
で
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
、
住
民
主
体
の

介
護
予
防
事
業

「
こ
け
な
い
か
ら

だ
づ
く
り
講
座
」

の
普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
自
治
公
民
館
な
ど
身
近

な
場
所
で
、
高
齢
者
の
身
体
機
能
や
生
活

習
慣
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
生
き
が
い

　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
受
験
者
の

増
加
に
つ
な
げ
、
優
れ
た
人
材
を
確
保
し

ま
す
。

「
ぷ
れ
ぴ
か
」入
退
館
管
理
シ
ス
テ
ム

　

令
和
２
年
４
月
、M

ま

る

ま

る

allm
all

内
の
子

育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ
ぴ

か
」
に
、
新
た
な
入
退
館
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
し
た
。
施
設
利
用
の
際
に
登
録

カ
ー
ド
を
持
参
し
、
手
書
き
に
よ
る
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

会
員
登
録
後
に
付
与
さ
れ
る
Q
R
を
専
用

機
器
に
か
ざ
す
こ
と
で
、
受
け
付
け
が
完

了
。
ス
ム
ー
ズ
な
利
用
が

可
能
に
な
り
、
利
便
性
が

向
上
し
ま
し
た
。

を
持
て
る
居
場
所
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
て
、
平
成
26
年
度
の
25
会
場
か
ら
、

令
和
元
年
度
に
は
２
４
９
会
場
に
開
催
箇

所
が
増
加
し
ま
し
た
。

糖
尿
病
重
症
化
の
予
防

　

本
市
は
、
特
定
健
診
受
診
者
の
う
ち
、

糖
尿
病
の
疑
い
の
あ
る
人
が
16
・
7
㌫
で
、

県
内
９
市
中
ワ
ー
ス
ト
１
位
。
こ
の
た
め
、

か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、
受
診
勧
奨
や

保
健
指
導
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
人
工
透

析
が
必
要
と
な
る
末
期
腎
不
全
な
ど
の
重

症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
」

「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
」の
取
り
組
み

の
取
り
組
み

「
市
民
の
健
康
増
進
」

「
市
民
の
健
康
増
進
」の
取
り
組
み

の
取
り
組
み

市
で
は
、
令
和
元
年
８
月
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
自
治
体
経
営
の
効
率
化
、
物
産

振
興
の
３
つ
の
柱
か
ら
な
る
「
都
城
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
」
を
宣
言
。
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
、
一
人
一
人
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
元
気
に
歳
を
重
ね
て
い
け
る
よ
う
、
市

民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市では平成27年度、大人か
ら子どもまで誰もが知ってい
るラジオ体操を、みやこんじょ
弁で語った愉快で楽しい「み
やこんじょ弁ラジオ体操第 1」
を制作。ふるさとの方言や文
化などに愛着を持ってもらい
ながら、健康づくりに役立て
てもらっています。

みやこんじょ弁ラジオ体操
のCDは、総合政策課（☎23-
7161）で無料配布しています。

トピック
topic

世代を超えて楽しく健康づくり！
みやこんじょ弁ラジオ体操第１

プレゼント企画もあり！

登録はこちら

シリーズ②都城の元気を徹底紹介

シリーズ③都城の元気を徹底紹介
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宮崎自動車道

三股町

曽於市

霧島市

高原町

小林市

宮崎市御池

関之尾滝

高千穂峰

都城市役所

都城 IC
山之口 SA

269

269

10

10

222

221

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
75
回
目
の
８
月

15
日
を
迎
え
る
今
夏
。
年
月
は
経
過
し
、
戦

後
に
生
ま
れ
た
世
代
が
約
85
㌫
（
2
0
1
9

総
務
省
「
人
口
推
計
」）
を
超
え
、
そ
の
記

憶
は
、
遠
い
過
去
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

戦
争
の
火
種
は
至
る
所
で
く
す
ぶ
り
、
紛
争

や
内
戦
が
続
く
地
域
も
多
く
、
い
ま
だ
に
悲

劇
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
世
界
に
目
を
向
け
、
東
ア
ジ
ア
地

域
を
中
心
に
進
出
を
試
み
た
日
本
。
太
平

洋
戦
争
だ
け
で
も
※
３
１
０
万
人
も
の
死
者

（
軍
人
・
軍
属
２
３
０
万
人
、
民
間
人
80
万
人
）

を
数
え
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
６

日
の
広
島
市
、
同
９
日
の
長
崎
市
へ
の
２
発

の
原
子
爆
弾
の
投
下
と
い
う
、
決
し
て
癒
え

る
こ
と
の
な
い
大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
戦
争
体
験
者
や
遺
族
な
ど
、
多

く
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
迎
え
る
終
戦

の
日
を
前
に
、
戦
争
体
験
者
の
声
を
交
え
市

内
に
残
る
戦
争
の
記
憶
や
傷
跡
を
紹
介
し
な

が
ら
、「
遠
い
記
憶
を
新
た
に　
戦
後
75
年
、

募
る
平
和
へ
の
思
い
」
を
特
集
し
ま
す
。
ま

た
、「
人
の
風
景
」
は
、
特
別
攻
撃
隊
（
特

攻
隊
）
と
し
て
訓
練
を
受
け
、
生
と
死
の
狭は

ざ

間ま

を
生
き
抜
い
た
東
郷
勝か

つ
次じ

さ
ん
（
鷹
尾
三

丁
目
）
の
戦
争
体
験
と
そ
の
後
の
活
躍
を
紹

介
し
ま
す
。

※�

太
平
洋
戦
争
を
含
む
第
２
次
世
界
大
戦
中

の
世
界
全
体
の
戦
争
死
者
は
、
５
千
万
～

８
千
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

戦
後
戦
後
7575
年
、
年
、

募募
るる
平
和
平
和
へ
の
へ
の
思思
いい

◎
問
い
合
わ
せ
　
秘
書
広
報
課
　
☎
23

―

3
1
7
4

遠
い
記
憶
を
新
た
に

①
都
城
西
飛
行
場
跡
祈
念
碑

「
凱が

い

旋せ
ん

記
念　

都
城
飛
行
場
」

都原町　昭和 9年完成
都城西高校正門前に所在・同
20年 5月に空爆を受け閉鎖

②
都
城
西
飛
行
場
跡
祈
念
碑

「
特
別
攻
撃
隊
出
撃
の
地
」

都原町
市営都原団地敷地南東の角に所
在・同19年以降、「都城西飛行
場」と呼ばれる

③
都
城
東
飛
行
場
跡
祈
念
碑

「
特
別
攻
撃
隊
出
撃
の
地
」

都北町　昭和19年完成
住友ゴム工業㈱宮崎工場東側の
緑地公園に所在

④
都
城
北
飛
行
場
跡

野々美谷町　昭和20年完成
丸野小学校北側に所在

都城東飛行場都城東飛行場
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宮崎自動車道

三股町

曽於市

霧島市

高原町

小林市

宮崎市御池

関之尾滝

高千穂峰

都城市役所

都城 IC
山之口 SA

269

269

10

10

222

221

特
攻
隊
が
飛
び
立
っ
た
地

太
平
洋
戦
争
中
、
市
内
に
は
３
つ
の
飛
行

場
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
都
城

西
飛
行
場
は
、
昭
和
9
年
に
都
城
市
飛
行
場

と
し
て
市
が
都
原
町
に
建
設
し
ま
し
た
が
、

昭
和
19
年
に
陸
軍
が
接
収
。
昭
和
20
年
に
は

大
規
模
な
空
爆
を
受
け
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
川
崎
航
空
㈱
の
飛
行
機
工
場
の
建

設
に
合
わ
せ
、
現
在
の
都
城
家
畜
市
場
一
帯

に
昭
和
18
年
、
都
城
東
飛
行
場
が
建
設
。
こ

れ
ら
２
つ
の
飛
行
場
か
ら
、
79
人
（
西
飛
行

場
10
人
、
東
飛
行
場
69
人
）
の
若
者
が
、
生

き
て
帰
る
こ
と
な
く
、
沖
縄
な
ど
南
の
空
に

飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

戦
火
に
包
ま
れ
た
都
城

空
襲
に
関
係
す
る
資
料
は
、
昭
和
23
年
の

市
役
所
の
火
災
で
消
失
し
ま
し
た
が
、
平
成

９
年
に
市
な
ど
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

終
戦
間
近
の
昭
和
20
年
、
都
城
も
度
重
な
る

空
襲
を
受
け
、
市
民
な
ど
88
人
が
犠
牲
と

な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
昭
和
20
年
５
月
８
日
、
郡
元
町

に
あ
っ
た
川
崎
航
空
の
飛
行
機
工
場
が
大
型

戦
略
爆
撃
機
Ｂ
29
の
爆
撃
を
受
け
、
戦
闘
機

製
造
な
ど
に
従
事
し
て
い
た
学
徒
動
員
の
小

林
中
学
校
生
徒
11
人
が
死
亡
。
ま
た
、
広
島

市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月
６
日
に
は
、

戦
闘
爆
撃
機
に
よ
る
焼し

ょ
う

夷い

弾だ
ん

投
下
と
機
銃
掃

射
に
よ
り
、
市
内
広
範
囲
で
52
人
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。

⑦
海
軍
戦
没
者
慰
霊
碑

都島町
城山公園内に所在

⑧
動
員
生
徒
被
爆
殉
没
碑

祝吉一丁目
都城農業高校グラウンド北西の
角に所在

⑤
陸
軍
墓
地
慰
霊
碑

⑥
陸
軍
墓
地
記
念
碑

「
戦
傷
病
者
之
碑
」

都島町
都島公園内に所在

⑨
ト
ー
チ
カ

小窓から機関銃などを構えた鉄
筋コンクリート製の防御陣地
横市町　昭和18年完成
都城横市郵便局西側サクラ並木
沿線に所在

❶
❺❻
❼

❾ ❽

❸

❹

❷

�

「都城特攻振武隊　はやて」

都島町
都島公園内に所在

⑩
都
城
駐
屯
地
郷
土
館

「旧陸軍連隊本部跡」

久保原町　明治41年竣工
陸上自衛隊都城駐屯地内に所在
　見学は随時受け付け要予約
（☎ 23-3944）

都城北飛行場都城北飛行場

都城西飛行場都城西飛行場

遠い記憶を新たに 戦後75年、募る平和への思い

市内に残る戦争の記憶
　　：市内にあった 3飛行場の
　　　おおよその位置

Miyakonojo City Public Relations 2020.89



の
状
況
下
、
慈
悲
の
心
に
触
れ
、
子
ど
も

な
が
ら
に
心
が
救
わ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
故
郷
の
都
城

は
、
一
面
が
焼
け
野
原
。
軍
人
だ
っ
た
父

の
戦
死
を
知
ら
さ
れ
、
絶
望
を
感
じ
た
時

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
食
料
や
物

資
な
ど
の
不
足
で
戦
後
の
混
乱
期
は
数
年

間
続
き
ま
し
た
が
、
苦
難
を
乗
り
越
え
、

教
師
と
し
て
退
職
ま
で
教
壇
に
立
ち
ま
し

た
。現

在
は
遺
族
会
の
語
り
部
と
し
て
、
毎

年
県
内
の
小
中
学
校
を
訪
問
。
大
切
に
保

管
し
て
き
た
「
戦
地
か
ら
の
父
の
手
紙
」

な
ど
の
資
料
と
共
に
戦
争
体
験
を
伝
え
る

こ
と
で
、
子
ど
も
達
が
戦
争
を
実
際
に
起

き
た
出
来
事
と
し
て
捉
え
、
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
昭
和
20
年

８
月
６
日
、
当
時
13
歳
だ
っ
た
私
は
、
５

歳
の
弟
と
２
人
で
留
守
番
を
し
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
昼
に
差
し
掛
か
る
こ
ろ
、

空
襲
警
報
が
鳴
り
響
き
、
米
軍
機
に
よ
る

空
爆
が
始
ま
り
ま
し
た
。
慌
て
て
防
空
壕

に
避
難
し
ま
し
た
が
、
不
安
と
恐
怖
で
体

は
ガ
タ
ガ
タ
と
震
え
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
空
襲
は
止
み
、
早
鈴
町
の
親
戚
を
頼
ろ

う
と
、
歩
い
て
親
戚
の
家
に
向
か
い
ま
し

た
。
途
中
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
火
の
手
が

上
が
り
、
明
道
小
学
校
や
都
城
市
役
所
が

激
し
く
燃
え
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

早
鈴
町
に
差
し
掛
か
っ
た
辺
り
で
、
金

御
岳
の
方
か
ら
米
軍
機
が
再
び
飛
来
。
爆

撃
に
よ
り
市
内
は
真
っ
赤
に
燃
え
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
異
様
な
光
景
に
目
を
止
め

た
瞬
間
、
低
空
飛
行
で
飛
ん
で
き
た
米
軍

機
が
私
と
弟
に
向
か
っ
て
銃
撃
。
一
瞬
の

出
来
事
で
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
痛

か
ら
自
分
の
右
手
を
見
る

と
、
親
指
と
4
本
の
指
先
が

吹
き
飛
び
、
骨
が
見
え
て
い
ま
し

た
。
混
乱
し
な
が
ら
も
弟
に
目
を
向
け
る

と
、
右
の
腹
部
か
ら
左
の
お
尻
に
弾
が
貫

通
し
、
お
尻
の
肉
が
花
開
い
た
よ
う
に
な

り
、
弟
は
す
で
に
息
絶
え
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
突
然
の
惨
劇
に
心
臓
が
破
裂
し
そ

う
に
な
り
な
が
ら
助
け
を
求
め
よ
う
と
し

ま
し
た
が
、
力
尽
き
そ
の
場
で
倒
れ
込
み

ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
病
院
に
運
ば
れ
「
切
断
し
な

い
と
命
が
危
な
い
」
と
の
医
師
の
判
断
で

右
手
首
か
ら
先
を
切
断
。
火
の
着
い
た
炭

を
つ
か
ん
で
い
る
よ
う
な
強
烈
な
痛
み
に
、

一
カ
月
以
上
も
だ
え
苦
し
み
ま
し
た
。

戦
後
75
年
。
一
瞬
に
し
て
弟
を
失
い
、

右
手
を
失
っ
た
私
は
、
悲
し
み
や
苦
し
み
、

不
自
由
さ
に
耐
え
な
が
ら
今
ま
で
生
き
て

き
ま
し
た
。
戦
争
ほ
ど
憎
く
、
残
酷
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
が
、
戦
争
の

な
い
世
の
中
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
当
時
、
日
本
の
統
治
下
に

　
　
　
　
　
あ
っ
た
朝
鮮
の
京

け
い
じ
ょ
う城
府

　
　
　
（
現
：
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
特
別

市
）
で
小
学
1
年
生
の
と
き
に
終
戦
を

迎
え
、
母
と
弟
の
３
人
で
日
本
へ
引
き
揚

げ
ま
し
た
。
途
中
、
家
族
と
生
き
別
れ
て

泣
き
叫
ぶ
子
の
姿
や
、
日
本
人
が
虐
げ
ら

れ
る
場
面
を
目
の
当
た
り
に
し
、
恐
怖
に

襲
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

貨
物
列
車
に
身
を
潜
め
な
が
ら
釜ぷ

さ
ん山

港

に
た
ど
り
着
き
、
半
月
近
く
か
け
て
門
司

港
に
到
着
。
安
堵
し
た
の
も
束
の
間
、
列

車
内
は
帰
還
す
る
人
々
で
あ
ふ
れ
返
り
、

私
た
ち
は
座
る
こ
と
も
で
き
ず
、
洗
面
台

の
上
に
三
日
三
晩
立
ち
続
け
ま
し
た
。
空

腹
で
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
い
た
時
、

私
と
２
歳
年
下
の
弟
に
、
一
人
の
帰
還
兵

が
な
け
な
し
の
お
に
ぎ
り
を
差
し
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
死
ぬ
か
、
生
き
る
か
」

昭
和
７
年
生
ま
れ

都
城
空
襲
と
戦
争
を
語
り
継
ぐ
会　

会
長

坂
口　

フ
ミ
子
さ
ん
（
88
歳
）

昭
和
13
年
生
ま
れ

宮
崎
県
遺
族
連
合
会　

藤
田　

悦
子
さ
ん
（
82
歳
）

一
生
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い

恐
怖
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て
い
た
夕
方
、
空
襲
警
報
と
同
時
に
空
爆

が
始
ま
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
校
庭
内
の

防
空
壕
に
急
い
で
避
難
し
ま
し
た
が
、
避

難
が
遅
れ
た
同
級
生
ら
は
爆
風
で
崩
れ
た

土
砂
に
飲
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
驚
い
た
私

と
友
人
は
、
素
手
で
土
砂
を
必
死
に
か
き

分
け
、
同
級
生
ら
を
な
ん
と
か
救
出
。
そ

の
後
、
裏
に
あ
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
畑
に

逃
げ
込
み
ま
し
た
。
辺
り
で
は
「
ボ
ス
ッ
、

ボ
ス
ッ
、
ボ
ス
ッ
、
ボ
ス
ッ
」
と
、
上
空

か
ら
放
た
れ
た
機
銃
弾
が
乾
い
た
音
と
と

も
に
地
面
に
突
き
刺
さ
り
、
恐
怖
に
震
え
、

生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
空
襲
が
止
み
、
爆
撃
を
逃
れ

築
士
と
し
て
地
区
の
忠
霊
塔
の
設
計
に
携

わ
っ
た
当
時
の
こ
と
な
ど
も
写
真
に
記
録
。

記
憶
を
た
ど
る
中
で
、
父
や
兄
、
担
任
の

先
生
が
戦
争
に
召
集
さ
れ
、
無
事
に
戻
れ

る
か
心
配
し
た
こ
と
や
、
戦
後
の
食
糧
難

や
住
宅
不
足
で
復
興
ま
で
大
変
だ
っ
た
道

の
り
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
地
区
の
高
齢
者
ら
が
残
し
て
い
た

戦
争
体
験
メ
モ
の
存
在
を
知
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
体
験
を
代
弁
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、

平
成
28
年
に
戦
争
体
験
記
「
私
の
戦
争
体

験
談　
平
和
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
模
造
紙
や
体
験
記
を
使
い
、

主
に
中
郷
地
区
と
そ
の
周
辺
の
小
中
学
校

昭
和
20
年
5
月
11
日
、
宮
崎
師
範
学
校

女
子
部
（
現
：
宮
崎
公
立
大
学
に
位
置
）

の
生
徒
と
し
て
、
同
附
属
国
民
学
校
で
教

育
実
習
を
終
え
、
寄
宿
舎
に
帰
ろ
う
と
し

国
民
学
校
3
年
生
の
時
に
終
戦
を
迎
え

ま
し
た
。
当
時
の
記
憶
を
残
そ
う
と
、
幼

少
期
に
見
た
の
ど
か
な
中
郷
村
の
風
景
や
、

竹
や
り
を
持
ち
戦
闘
訓
練
を
行
う
母
親
と

防
空
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
子
ど
も
ら
の
姿
、

上
空
を
飛
来
す
る
米
軍
の
戦
闘
機
、
爆
弾

投
下
で
、
真
っ

赤
に
燃
え
上

が
っ
て
い
く
市

内
な
ど
、
記
録

画
と
し
て
書
き

留
め
て
い
ま
す
。

昭
和
35
年
に
中

郷
村
役
場
の
建

た
体
育
館
に
戻
る
と
、
下
校
中
だ
っ
た
女

子
児
童
ら
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
変
わ
り
果
て
た
我
が
子
に
、
泣
き

崩
れ
る
母
親
ら
の
姿
は
、
今
思

い
出
し
て
も
、
辛
く
胸
が
張
り

裂
け
そ
う
に
な
り
ま
す
。
悲
惨

な
戦
争
を
生
き
抜
き
、
穏
や
か

な
日
々
を
過
ご
す
今
、
一
番
案

じ
て
い
る
の
は
、「
未
来
に
続

く
平
和
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
二
度
と
こ
の
よ
う
な
経
験
を

さ
せ
な
い
よ
う
、
こ
の
先
の
未

来
が
戦
争
の
な
い
国
で
あ
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

で
語
り
部
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
教
科
書
の
中
の
戦
争
」で
は
な
く
、「
日

常
に
あ
っ
た
戦
争
」
を
伝
え
る
こ
と
で
、

不
戦
の
誓
い
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き

た
い
で
す
。

昭
和
昭
和
２２
年
生
ま
れ

年
生
ま
れ

有
馬　

妙
子

有
馬　

妙
子
さ
ん
（

さ
ん
（
9292
歳
）
歳
）

戦
後
75
年
の
節
目
に
、
改
め
て
「
戦
争

の
悲
惨
さ
」
と
「
平
和
の
大
切
さ
」
を
特

集
し
ま
し
た
。
戦
禍
の
中
、
極
限
状
態
で

の
戦
い
や
家
族
を
失
う
悲
し
さ
、
空
襲
に

お
び
え
る
日
々
な
ど
、常
に
死
と
向
き
合
っ

て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
戦
争
体

験
者
の
話
は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し

た
。
終
戦
を
迎
え
て
も
、
食
糧
難
や
不
景

気
か
ら
、
人
々
の
苦
し
み
が
続
い
て
い
た

こ
と
を
知
り
胸
が
詰
ま
る
思
い
で
し
た
。

今
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
に
過
ご
し
て

い
る
平
和
な
日
常
は
、
決
し
て
当
た
り
前

の
こ
と
で
は
な
く
、
戦
争
の
悲
劇
を
経
験

し
た
先
人
ら
が
、
辛
い
記
憶
を
呼
び
起
こ

し
な
が
ら
も
私
た
ち
に
戦
争
体
験
を
伝
え

る
こ
と
で
、「
不
戦
の
誓
い
」
と
「
平
和

の
大
切
さ
」
を
訴
え
続
け
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦
後
75
年
を
迎
え
、
戦
争
を
知
ら
な
い

人
が
８
割
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た

今
、
戦
争
の
苦
し
み
や
悲
し
み
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、「
戦
争
の
悲
惨
さ
」
と

何
も
の
に
も
代
え
難
い
「
平
和
」
の
大
切

さ
を
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
こ
そ
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち

の
責
務
で
す
。

昭
和
昭
和
1010
年
生
ま
れ

年
生
ま
れ

安
藤　

高
幸

安
藤　

高
幸
さ
ん
さ
ん
（（
8484
歳
）
歳
）

不
戦
の
誓
い
、
後
世
に
つ
な
い
で
い
く

まとめ
「
不
戦
の
誓
い
」
と

「
平
和
の
大
切
さ
」
を

心
に
刻
む

※ P8 ｰ P11に使用している戦争中の絵は安藤さんの作画を使用しています

遠い記憶を新たに 戦後75年、募る平和への思い

Miyakonojo City Public Relations 2020.811



大正15年生まれ　大正15年生まれ　

東郷　東郷　勝勝
かつかつ

次次
じじ

さんさん
（（鷹尾三丁目・94歳）鷹尾三丁目・94歳）

生
と
死
の
狭は

ざ

間ま

を
生
き
抜
い
た

証
言
者
が
語
る
、

命
の
重
さ
と
平
和
の
大
切
さ

東郷さんがまとめた戦争体験の手記の一部を
都城歴史資料館にて10月11日㈰まで展示中。
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太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
特
攻
要
員
と
し

て
幾
度
も
待
機
し
な
が
ら
も
出
撃
を
免
れ
、

生
き
延
び
た
東
郷
勝
次
さ
ん
が
、
鷹
尾
三

丁
目
で
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

東
郷
さ
ん
は
、
残
さ
れ
た
時
間
の
中
で
、

「
戦
争
の
真
実
」
を
後
世
に
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
戦
争
体
験
を
手
記
に
ま

と
め
て
い
ま
す
。

大
空
に
飛
び
立
つ
夢
を
抱
い
た

少
年
時
代

自
宅
周
辺
に
あ
っ
た
都
城
西
飛
行
場

（
都
原
町
）
で
飛
来
す
る
飛
行
機
を
見
て

育
っ
た
東
郷
さ
ん
は
、
戦
闘
機
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
目
指
し
、
昭
和
17
年
10
月
、
16

歳
の
と
き
、
少
年
飛
行
兵
と
し
て
東
京
陸

軍
航
空
学
校
に
入
校
し
ま
し
た
。
上
級
校

の
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
（
現
：
埼
玉
県
熊

谷
市
）
で
操
縦
基
本
技
術
を
習
得
。
当
時

日
本
の
占
領
下
で
あ
っ
た
中
国
の
飛
行
隊

に
配
属
さ
れ
、
三
式
戦
闘
機
（
飛ひ

え
ん燕
）
の

戦
技
訓
練
中
だ
っ
た
昭
和
20
年
２
月
、
突

然
上
官
か
ら
、
特
別
攻
撃
隊
（
特
攻
隊
）

へ
の
参
加
を
「
熱
望
す
る
・
希
望
す
る
・

希
望
し
な
い
」
と
書
か
れ
た
志
願
書
を
、

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
東
郷
さ
ん
は
、
死
の

恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
も
「
熱
望
」
を
選
択

し
ま
し
た
が
、
指
名
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
攻
を
真
近
に
控
え
た
中
で
の

「
苦
悩
と
葛
藤
」

戦
局
が
悪
化
す
る
中
、
三
重
県
伊
勢
市

近
郊
の
飛
行
師
団
に
赴
任
し
た
東
郷
さ
ん

は
そ
の
直
後
、
上
官
か
ら
「
諸
君
は
特
攻

要
員
だ
か
ら
指
示
す
る
ま
で
待
機
せ
よ
」

と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
生
き
な
が
ら
の
死

の
宣
告
に
東
郷
さ
ん
は
「
全
身
に
電
流
が

走
り
、
体
全
体
が
硬
直
し
た
の
を
、
今
で

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
顔
を
こ

わ
ば
ら
せ
ま
す
。

数
日
待
機
し
た
後
、
戦
隊
へ
の
配
置
替

え
と
な
り
、
そ
の
時
点
で
特
攻
は
白
紙
と

な
り
ま
し
た
。

大
空
に
散
っ
て
い
っ
た
仲
間
た
ち

一
緒
に
戦
技
訓
練
を
受
け
た
同
期
ら

が
、
特
攻
隊
員
と
し
て
出
撃
決
定
。
出
撃

基
地
の
知
覧
に
向
か
う
中
継
で
芦
屋
飛
行

場
（
現
：
福
岡
県
）
に
立
ち
寄
っ
て
い
た

同
期
と
再
会
し
た
東
郷
さ
ん
は
、
あ
ま
り

に
も
重
苦
し
い
雰
囲
気
の
中
、
交
わ
す
言

葉
も
見
つ
か
ら
ず
「
俺
た
ち
も
必
ず
後
に

続
く
か
ら
な
」
と
繰
り
返
し
な
が
ら
決
別

し
ま
し
た
。
同
期
ら
は
、「
血
風
隊
」
と

し
て
昭
和
20
年
５
月
、知
覧
飛
行
場
（
現：

鹿
児
島
県
南
九
州
市
）
か
ら
飛
び
立
ち
、

散さ
ん

華げ

し
ま
し
た
。

２
度
目
の
「
熱
望
」

昭
和
20
年
６
月
下
旬
、
万ば

ん

世せ
い

飛
行
場

（
現
：
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
）
で
特
攻

隊
の
援
護
に
当
た
っ
て
い
た
東
郷
さ
ん

に
、
再
び
志
願
書
が
届
き
ま
し
た
。
死
を

覚
悟
し
、
２
度
目
の
「
熱
望
」
を
選
択
し

ま
し
た
が
、
直
後
に
多
く
の
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
沖
縄
戦
が
終
結
。
そ
の
後
、
東
郷

さ
ん
は
特
攻
隊
員
と
し
て
出
撃
し
な
い
ま

ま
、
佐
野
飛
行
場
（
現
：
大
阪
府
泉
佐
野

市
）
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
後
の
活
躍

日
本
の
「
管
制
」
の
礎
を
築
く

死
を
免
れ
た
東
郷
さ
ん
は
戦
後
、
航
空

自
衛
隊
に
入
隊
し
、
航
空
管
制
業
務
の
基

幹
要
員
第
１
号
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
。

語
学
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
知
識
と
経
験

を
蓄
え
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
き

に
わ
た
っ
て
航
空
管
制
業
務
に
携
わ
り
、

人
材
育
成
に
も
尽
力
。
日
本
の
航
空
管
制

の
礎
を
築
く
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

生
き
残
っ
た
者
の
責
務

戦
後
75
年
を
迎
え
る
今
夏
、
遠
く
な
っ

た
青
春
時
代
を
振
り
返
り
、「
共
に
青
春

を
過
ご
し
、
大
空
に
散
っ
て
い
っ
た
仲
間

の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
、
生
き
残
っ
た

者
の
責
務
」
と
語
気
を
強
め
る
東
郷
さ
ん
。

「
夢
を
抱
く
若
者
の
犠
牲
の
上
に
、
平
和

は
成
り
立
た
な
い
。
絶
望
し
か
生
ま
な
い

無
謀
な
戦
争
は
、
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
日
本
の
未
来
を
案
じ
な
が

ら
、
命
の
重
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
強
く

訴
え
て
い
ま
し
た
。

－特別編－

昭和20年 3 月、飛燕と共に撮影

管制官時代、留学先で。左から２番目が東郷さん
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整
備
概
要

整
備
概
要

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
な
る

よ
う
、
令
和
６
年
度
の
工
事
完
了
を
目
指

し
て
県
と
共
同
で
山
之
口
運
動
公
園
整
備

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
体
と
な
る
陸
上
競
技
場
整
備
と
と
も

に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
や
、
防
災

機
能
を
備
え
た
後
方
支
援
拠
点
と
し
て
も

活
用
で
き
る
よ
う
多
目
的
広
場
や
芝
生
広

場
な
ど
総
合
的
に
整
備
し
ま
す
。

各
種
大
会
な
ど
の
開
催
に
よ
り
、
交
流

人
口
の
拡
大
や
地
域
活
性
化
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

公
園
面
積　
約
24
㌶

整
備
施
設

【
主
競
技
場（
第
一
種
公
認
陸
上
競
技
場
）】

・
構
造
：
Ｒ
Ｃ
造
（
屋
根
部
分
鉄
骨
造
）

・
階
数
：
４
階

・�

観
客
席
数
：
１
万
５
千
席
程
度
（
芝
生

席
含
む
）

【
補
助
競
技
場（
第
三
種
公
認
陸
上
競
技
場
）】

・
構
造
：
鉄
骨
造

・
階
数
：
２
階

・
観
客
席
数
：
千
席
程
度

【
投
て
き
練
習
場
】

・
整
備
面
積
：
１
万
４
千
平
方
㍍
程
度

【
そ
の
他
】

・�

多
目
的
広
場
、芝
生
広
場
、児
童
広
場・

ト
イ
レ
棟
な
ど

・
駐
車
場
１
、２
０
０
台
程
度

※�

体
育
館
（
既
存
利
用
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
２
年
４
月
か
ら
既
存
建
物
な
ど
を

解
体
し
、
７
月
か
ら
造
成
工
事
（
宮
崎
県

施
工
）
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

山之口運動公園整備事業山之口運動公園整備事業
市では、令和８年開催予定の国民スポーツ大会の会場地に選定されている２つの運動公園で施設整備を市では、令和８年開催予定の国民スポーツ大会の会場地に選定されている２つの運動公園で施設整備を

進めています。進めています。
山之口運動公園では、宮崎県が全国大会規模の大会が開催できる新陸上競技場を整備することから、県山之口運動公園では、宮崎県が全国大会規模の大会が開催できる新陸上競技場を整備することから、県

と市は、共同で陸上競技場を含む運動公園全体の整備を進めています。この陸上競技場の整備と早水公園と市は、共同で陸上競技場を含む運動公園全体の整備を進めています。この陸上競技場の整備と早水公園
への屋内施設（サブアリーナ、武道場、弓道場）の集約に合わせて、都城運動公園では、テニスコートをへの屋内施設（サブアリーナ、武道場、弓道場）の集約に合わせて、都城運動公園では、テニスコートを
はじめとする屋外競技施設の機能再編を進めていきます。はじめとする屋外競技施設の機能再編を進めていきます。

◎問い合わせ　国民スポーツ大会準備室　☎ 0986-23-2696◎問い合わせ　国民スポーツ大会準備室　☎ 0986-23-2696

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
のの
整
備
整
備

進進
むむ

国民スポーツ大会までの予定
令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

実施設計

主競技場工事（県）

補助競技場工事（市）

投てき練習場工事（県）

●印は供用開始予定

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●

●

●

山
之
口
運
動
公
園
鳥
瞰
図

山
之
口
運
動
公
園
鳥
瞰
図

（
宮
崎
県
提
供
）

（
宮
崎
県
提
供
）
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整
備
概
要

整
備
概
要

現
在
の
屋
内
施
設
（
体
育
館・武
道
館・

弓
道
場
な
ど
）
の
機
能
は
、
早
水
公
園
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
移
転
。
施
設
跡

地
を
利
用
し
、
新
た
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や

駐
車
場
な
ど
の
機
能
の
充
実
を
行
い
、
大

規
模
大
会
や
合
宿
な
ど
が
誘
致
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
本
公
園
は
、
利
便
性
が
高
い
市

中
心
部
に
位
置
。
多
く
の
市
民
に
と
っ
て

利
用
し
や
す
い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

公
園
面
積　
約
10
㌶

整
備
施
設

・�

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
16
面（
砂
入
り
人
工
芝
）

・�

駐
車
場
４
５
０
台
程
度
（
臨
時
駐
車
場

含
む
）

整
備
済
施
設

・�

野
球
場
を
プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
な
ど

に
利
用
で
き
る
水
準
に
改
修
（
令
和
２

年
度
実
施
済
）

・�
陸
上
競
技
場
を
、
部
活
動
な
ど
日
常
的

な
陸
上
競
技
の
場
お
よ
び
市
民
の
健
康

増
進
の
場
と
し
て
維
持

・�

健
康
広
場
や
野
球
場
側
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
４
面
（
既
存
ク
レ
イ
）
は
現
状
の
ま

ま
維
持

・�

陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
は
山
之
口
運
動

公
園
に
陸
上
競
技
施
設
が
整
備
さ
れ
る

ま
で
は
公
認
施
設
と
し
て
活
用

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

野
球
場
や
陸
上
競
技
場
な
ど
は
供
用
。

令
和
３
年
度
か
ら
部
分
的
に
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
工
事
に
着
手
し
、
そ
の
後
、
駐
車
場
・

園
路
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

都城運動公園整備事業都城運動公園整備事業
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
のの
整
備
整
備

進進
むむ

国民スポーツ大会までの予定
令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

実施設計

テニスコート工事

駐車場・園路工事

●印は供用開始予定

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●

●

�同公園は、令和８年開催予定の国民スポーツ大会・�同公園は、令和８年開催予定の国民スポーツ大会・
ソフトテニス成年男女の会場に選定されています。ソフトテニス成年男女の会場に選定されています。
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市
内
・
三
股
町
内
の
高
校
を
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人
や
、
市
民
ま
た
は
市

民
の
子
ど
も
が
入
学
し
た
場
合
、
入
学
金

25
万
円
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

◉
取
得
で
き
る
資
格

環
境
園
芸
学
部　
環
境
園
芸
学
科

高
等
教
育
教
諭
１
種
免
許
（
理
科・農
業
）、

中
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
）、
自
然

再
生
士
補
、
学
芸
員
な
ど

人
間
発
達
学
部　
子
ど
も
教
育
学
科

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許
、

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
、
特
別
支
援
学
校

教
諭
１
種
免
許
な
ど

◉
募
集
人
員

環
境
園
芸
学
科　
１
３
０
人

子
ど
も
教
育
学
科　
80
人

◉
出
願
期
間

総
合
型
選
抜
（
１
期
）

10
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

学
校
推
薦
型
選
抜

１
期　
11
月
2
日
㈪
～
12
日
㈭

２
期　
12
月
7
日
㈪
～
21
日
㈪

一
般
選
抜　
令
和
３
年
１
月
18
日
㈪
～
2

月
3
日
㈬

共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜

令
和
３
年
１
月
18
日
㈪
～
2
月
5
日
㈮

　
☎
21

―

２
１
１
１
（
立
野
町
）

５
年
間
の
一
貫
教
育
で
、
技
術
職
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
。

◉
募
集
人
員

機
械
工
学
科
、
電
気
情
報
工
学
科
、
物
質

工
学
科
、
建
築
学
科　
各
40
人

※�

各
学
科
と
も
募
集
人
員
の
50
㌫
を
推
薦

に
よ
り
選
抜

◉
出
願
期
間

推
薦　
令
和
３
年
１
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭

一
般　
令
和
３
年
１
月
25
日
㈪
～
28
日
㈭

　
☎
47

―

１
１
３
３
（
吉
尾
町
）

◉
取
得
で
き
る
資
格

准
看
護
師
試
験
受
験
資
格
、

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）
40
人

看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）
50
人

◉
出
願
期
間
（
複
数
あ
り
）

准
看
護
師
科

１
期　
10
月
5
日
㈪
～
30
日
㈮

看
護
師
科

１
期　
12
月
1
日
㈫
～
24
日
㈭

　
☎
22

―

０
７
１
１
（
姫
城
町
）

「都城」「都城」でで学ぼう学ぼう!!
都城には、就職に必要な知識や技術を学べる学校が数多くあります。自宅から負担が少なく通える学校を進学

先に選んでみませんか。
令和 3 年度の市内・三股町内の大学や高専、専門、専修学校の学生募集状況をお知らせします。出願期間は、

複数回設定している学校があります。詳しくは各学校に問い合わせください。
◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-7161

南
九
州
大
学

都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

都
城
高
専

都
城
看
護

専
門
学
校

「都城」「都城」でで学ぼう学ぼう!!

広報 都城 令和 2 年 8 月号 16



◉
取
得
で
き
る
資
格

理
学
療
法
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
高
度

専
門
士（
４
年
制
大
学
卒
業
程
度
と
同
等
）

◉
募
集
人
員

理
学
療
法
学
科　
40
人

◉
出
願
期
間
（
第
１
回
）

指
定
校
推
薦
・
推
薦
・
社
会
人
・

自
己
推
薦

9
月
18
日
㈮
～
29
日
㈫

一
般

10
月
23
日
㈮
～
11
月
2
日
㈪

　
☎
36

―

５
６
７
０
（
大
岩
田
町
）

◉
取
得
で
き
る
資
格

歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
な
ど

◉
募
集
人
員

歯
科
衛
生
士
科　
30
人
（
女
子
の
み
）

◉
出
願
期
間
（
第
１
回
）

指
定
校
推
薦
、
推
薦
、
一
般
、
社
会
人

10
月
1
日
㈭
～
8
日
㈭

　
☎
38

―

４
８
１
２
（
吉
尾
町
）

◉
取
得
で
き
る
資
格

I
C
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

基
本
情
報
技
術
者
試
験
午
前
試
験
免
除
、

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
な
ど

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科

医
療
保
険
事
務
技
能
審
査
試
験
・
医
師
事

務
作
業
補
助
技
能
認
定
試
験
な
ど

介
護
福
祉
科

介
護
福
祉
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員

I
C
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
科　
30
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　
20
人

介
護
福
祉
科　
25
人

◉
出
願
期
間
（
第
１
回
）

指
定
校
推
薦
、
推
薦
、
一
般
、
社
会
人

10
月
1
日
㈭
～
15
日
㈭

　
☎
38

―
４
８
１
１
（
吉
尾
町
）

◉
取
得
で
き
る
資
格　
調
理
師

◉
募
集
人
員

調
理
師
科
昼
間
部　
80
人

調
理
師
科
夜
間
部　
５
人

◉
出
願
期
間

昼
間
部

10
月
１
日
㈭
～
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬

夜
間
部　
現
在
開
校
中

※
次
回
募
集
は
令
和
４
年
予
定

　
☎
22

―

４
６
２
６
（
都
島
町
）

◉
取
得
で
き
る
資
格

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格

◉
募
集
人
員　
介
護
福
祉
学
科　
40
人

◉
出
願
期
間

推
薦
・
一
般

10
月
１
日
㈭
～
令
和
３
年
３
月
中
旬

　
☎
39

―

６
９
５
１
（
安
久
町
）

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科　
40
人

※�

一
般
入
試
で
定
員
の
70
㌫
程
度
を
選
抜

し
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員
の
30

㌫
程
度
を
選
抜

◉
出
願
期
間

推
薦

10
月
9
日
㈮
～
11
月
6
日
㈮

一
般
・
社
会
人

12
月
7
日
㈪
～
令
和
3
年
１
月
13
日
㈬

　
☎
22

―

３
６
９
０
（
祝
吉
町
）

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員　
看
護
学
科　
80
人

◉
出
願
期
間
（
複
数
あ
り
）

推
薦
１
・
社
会
人
１

10
月
1
日
㈭
～
16
日
㈮

一
般
１
・
社
会
人
３

12
月
17
日
㈭
～
令
和
３
年
1
月
13
日
㈬

　
☎
52

―

６
９
２
１
（
三
股
町
長
田
）

都
城
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

都
城
調
理
師

高
等
専
修
学
校

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

附
属
看
護
学
校

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

付
属
医
療
専
門
学
校

豊
心
福
祉
学
園

都
城
デ
ン
タ
ル

コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

インタビュー

自宅から通いながら国
家資格が取得できること
から、本学への入学を決
めました。地元就職に強
いことも魅力でした。今
は、本学での学びを生か
して、市内の歯科医院で
臨床実習に励み、地元で
患者さんに信頼される歯
科衛生士になることを目
指して頑張っています。

歯科衛生士科３年

細山田 安
あ

佑
ゆ

さん

都城デンタルコアカレッジ

Miyakonojo City Public Relations 2020.817



移住・定住サポートセンターに移住・定住サポートセンターに
お任せ！お任せ！

都城へ都城へ
帰っておいでよ帰っておいでよ

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
・
定
住
支

援
制
度
を
用
意
し
、
移
住
に
つ
い
て
相
談

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
移

住
後
の
生
活
も
き
め
細
か
く
支
援
。
令
和

元
年
度
は
、
91
世

帯
・
２
０
４
人
の

皆
さ
ん
が
制
度
を

活
用
し
、
転
入
し

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
「
都

城
」
へ
の
Ｕ
タ
ー

ン
を
検
討
し
て
い
る
家
族
や
友
人
に
移
住・

定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
く
だ
さ

い
。

◉
お
試
し
滞
在
制
度

移
住
・
定
住
の
検
討
を
目
的
と
し
て
、

住
ま
い
や
仕
事
探
し
な
ど
で
、
本
市
を
訪

れ
る
人
を
対
象
に
、宿
泊
費
と
レ
ン
タ
カ
ー

利
用
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
内
容
】

・�

宿
泊
費
の
半
額
（
１
人
１
泊
当
た
り
上

限
３
千
円
、
最
大
２
泊
ま
で
）

・�

レ
ン
タ
カ
ー
利
用
料
（
24
時
間
当
た
り

上
限
２
、５
０
０
円
、
最
大
72
時
間
ま

で
）

◉
転
職
応
援
補
助
金

市
内
企
業
な
ど
へ
の
転
職
を
機
に
、
本

市
に
転
入
す
る
人
を
対
象
に
、
引
っ
越
し

費
用
や
家
賃
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
内
容
】

・
引
っ
越
し
費
用
の
半
額（
上
限
40
万
円
）

・�

家
賃
の
半
額
（
上
限
60
万
円
、
最
長
１

年
分
）

◉�

移
住
支
援
給
付
金
（
ひ
な
た
暮
ら
し
実

現
応
援
事
業
費
給
付
金
）

　
県
外
か
ら
本
市
に
転
入
し
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
て
就
職
・
起
業
し
た
人
な
ど

を
対
象
に
、
移
住
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

【
給
付
内
容
】

・
世
帯
で
の
転
入
者
（
1
0
0
万
円
）

・
単
身
で
の
転
入
者
（
60
万
円
）

◉
無
料
職
業
紹
介
事
業

　
本
市
へ
移
住
を
希
望
す
る
人
な
ど
を
対

象
に
、
無
料
で
職
業
を
紹
介
。
移
住
・
定

住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
た
「
雇

用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
、
市
内
企
業

の
情
報
を
よ
り
詳
し
く
提
供
し
、
地
元
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
引
き
合
わ
せ
）
を

行
い
ま
す
。

　
事
前
に
、
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
各
制

度
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

同
セ
ン
タ
ー
に
確
認
く
だ
さ
い
。

市では、令和２年４月１日から「移住・定住サポートセンター」を市役所地下１階に開設。本市
出身者のＵターンはもちろん、市外からのＩターンやＪターンなど、移住者に対してきめ細やかな
支援を行っています。今回は、充実した支援制度の内容や移住者の声を紹介します。

◎問い合わせ　移住・定住サポートセンター　☎ 23-2542 詳細な情報

移
住
希
望
者
目
線
の

移
住
・
定
住
支
援
制
度

制
度
を
利
用
す
る
に
は

インタビュー

昨年 12 月に高知県
から移住しました。都
城には知人が住んでい
たことから、何度か訪
れたことがあり、食べ

物のおいしさや暮らしやすさに魅力を感じ、
移住を決めました。移住を検討した際には、
仕事や住まい探しに利用した「お試し滞在
制度」や、移住後に活用した「移住支援給
付金」など、サポートの手厚さを実感しま
した。

現在は、前職の経験を生かし、WEB コ
ンサルタントとして充実した毎日を送って
います。都城に住んで８カ月、暮らしやす
いことはもちろんですが、人の温かさを感
じる日々です。これからも、都城での生活
を楽しみたいです！

久保田 真帆さん
（都北町）

暮らしやすさや人の温かさが都城の魅力
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今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
の
激
動
の
南

九
州
を
生
き
た
忠
相
・
忠
親
・
時
久
の
三

代
と
戦
国
時
代
に
焦
点
を
当
て
、
彼
ら
の

生
涯
に
関
連
す
る
史
料
を
展
示
し
て
紹
介

し
ま
す
。

◉
会
期　
8
月
1
日
㈯
～
10
月
11
日
㈰

◉
観
覧
料

一
般　
2
2
0
円
（
1
6
0
円
）

大
学
生・高
校
生　
1
6
0
円（
1
1
0
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※
（　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

◉
展
示
史
料

【
鉄て

つ
錆さ

び
地じ

南な
ん

蛮ば
ん

胴ど
う

具ぐ

足そ
く

】

（
県
指
定
文
化
財
：
都
城
島
津
邸
蔵
）

　
8
代
当
主
忠
相
が
着
用
し
た
よ
ろ
い
で
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
鯨
の
ヒ
ゲ
が
か
ぶ
と

の
脇
に
付
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胴
部
は

真
ん
中
が
尖
っ
た
形
に
な
っ
て
い
て
、
戦

国
時
代
後
半
に
流
行
し
た
南
蛮
胴
を
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

【
島
津
義
弘
書
状
】

（
伊
集
院
文
書
：
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
）

文
禄
4
年
（
1
5
9
5
）
2
月
、
島
津

義
弘
が
島
津
本
家
家
老
へ
出
し
た
書
状
で
、

そ
れ
ま
で
島
津
家
や
義
弘
父
子
に
対
し
忠

戦
国
時
代
の
南
九
州
は
ま
さ
に
激
動
の

時
代
。
島
津
本
家
は
薩
摩
・
大
隅
・
日
向

三
国
（
現
在
の
鹿
児
島
県
全
域
と
宮
崎
県

の
南
西
部
）
の
統
一
を
果
た
す
と
、
九
州

北
部
に
ま
で
戦
線
を
広
げ
、
九
州
の
ほ
ぼ

全
土
を
席
巻
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
豊
臣

政
権
に
敗
北
。
豊
臣
大
名
と
し
て
、
朝
鮮

出
兵
・
太
閤
検
地
と
、
困
難
な
出
来
事
に

直
面
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
都
城
地
域
で
は
、
盆
地
北
西
部

の
一
領
主
で
あ
っ
た
島
津
家
分
家
の
北
郷

家
8
代
当
主
忠
相
と
9
代
当
主
忠
親
が
、

都
城
盆
地
の
統
一
を
果
た
し
、
島
津
本
家

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ま
で
に
勢
力
を

拡
大
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
継
い
だ
10
代
当
主
時
久

は
、
北
郷
家
最
大
の
版
図
を
誇
り
、
島
津

本
家
と
の
関
係
に
お
い
て
政
治
的
・
軍
事

的
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

後
の
鹿
児
島
藩
に
お
け
る
都
城
島
津
家

3
万
5
千
石
の
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
た
の

も
こ
の
と
き
で
す
。

誠
を
尽
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
謝
意

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
常
に
珍

し
い
、
義
弘
の
花
押
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
新に

い
納ろ

院い
ん

高た
か

城じ
ょ
う

古こ

戦せ
ん

場じ
ょ
う

図ず

】

（
都
城
島
津
邸
蔵
）

天
正
6
年
（
1
5
7
8
）
に
島
津
氏
と

大
友
氏
が
山
城
・
高
城
（
現
：
児
湯
郡
木

城
町
）
を
中
心
に
激

戦
を
繰
り
広
げ
た
小

丸
川
の
合
戦
場
を
近

世
に
な
っ
て
絵
図
に

し
た
も
の
で
、
開
戦

前
の
島
津
軍
の
配
置

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

中興沿革図説　天文19年（1550）の図
　中興沿革図説は、戦国期から安土桃山
期における南九州の勢力図を、江戸時代
に図化したものです。都城には北郷忠相
が記されています。

国
重
要
文
化
財

紺こ
ん
糸い
と
威お
ど
し

紫む
ら
さ
き

白し
ろ
肩か
た
裾す
そ
胴ど
う
丸ま
る 

大お
お
袖そ
で
付つ
き

◎問い合わせ
　都城島津邸　☎ 23-2116
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【
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
の
取
り
組
み
】

市
民
の
皆
さ
ん
の
「
在
宅
医
療
や
看
取

り
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
な
ど
の
声
に
応

え
よ
う
と
、
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
担

当
者
が
「
し
あ
わ
せ
出
前
講
座
」
を
開
催
。

受
講
者
に
は
、
自
ら
の
終
末
期
の
希
望
な

ど
を
伝
え
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
、
い
つ
、
命
に
か
か
わ
る
病
気

や
け
が
を
す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
命

の
危
険
が
迫
っ
た
と
き
、
７
割
の
人
は
医

療
や
ケ
ア
な
ど
を
自
分
で
決
め
た
り
、
人

に
望
み
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
も
し
も
の
と
き
」
に
希
望
す
る
医
療

市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
三
股
町
や

都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
と
連
携
し
て
、

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
を
推
進
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
最
期
ま

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
都
城
市
・
三
股
町
在
宅
医
療
介
護
連
携

推
進
協
議
会
の
取
り
組
み
】

在
宅
医
療
や
介
護
、
生
活
支
援
な
ど
の

課
題
抽
出
と
対
応
策
の
検
討
を
重
ね
な
が

ら
、
医
療
や
介
護
に
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
市
民
講
座
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

や
ケ
ア
を
受
け
る
た
め
に
、
事
前
に
自
分

が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
る

こ
と
を
整
理
し
、
信
頼
す
る
人
と
話
し
合

い
共
有
す
る
「
人
生
会
議
」
を
行
い
、
思

い
を
伝
え
文
字
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
人
生
会
議
」
の
進
め
方

心
身
の
状
態
に
応
じ
て
気
持
ち
は
変
化

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
①
～
④
の
手
順

で
、
必
要
に
応
じ
て
繰
り
返
し
考
え
、
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

①
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
考
え
る

②
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
を
決
め
る

※�

持
病
が
あ
る
と
き
は
、
主
治
医
や
看
護

師
に
相
談

③�

「
も
し
も
の
と
き
」
の
治
療
や
ケ
ア
に

つ
い
て
話
し
合
う

④�

話
し
合
っ
た
こ
と
を
、
ノ
ー
ト
に
書
い

て
共
有
す
る

在宅医療と介護の連携在宅医療と介護の連携

「住み慣れた地域で、「住み慣れた地域で、
最期まで自分らしい暮らし」最期まで自分らしい暮らし」

市の高齢化率は、31・市の高齢化率は、31・
2％（７月１日現在）。こ2％（７月１日現在）。こ
の値は今後、さらに高まの値は今後、さらに高ま
ります。一方で、医療とります。一方で、医療と
介護の両方が必要な人も介護の両方が必要な人も
増えることが見込まれて増えることが見込まれて
います。このため、地域の医療と介護に関わる団体がいます。このため、地域の医療と介護に関わる団体が
連携し、在宅での医療と介護を包括的かつ継続的に提連携し、在宅での医療と介護を包括的かつ継続的に提
供することが求められています。供することが求められています。

◎問い合わせ　介護保険課　☎ 23-2685◎問い合わせ　介護保険課　☎ 23-2685

市
と
関
係
団
体
が
連
携
し
た
取
り
組
み

も
し
も
の
と
き
の
話
し
合
い

「
人
生
会
議
」都城市・三股町在宅医療・介護連携

推進協議会では、都城市・三股町版の
エンディングノート「想いを紡ぎ　心
を繋

つな
ぐノート」を作成し、配布してい

ます。ノートには、「自分で食事がで
きなくなったときのこと」「呼吸が苦
しくなったときのこと」などの項目ご
とに、希望する医療や、介護を記すこ
とができます。

元気なうちに「これからどのように
過ごしたいか」「何を大切にしたいの
か」を考え、周囲の大切な人と話し合っ
てみませんか。

配布場所
在宅医療・介護相談支援センター

（☎090-4980-7830）、各地区地域包
括支援センター、介護保険課、市・三
股町内の医療機関

トピック
topic

想いを紡ぎ、心をつなぐ
エンディングノート

在宅医療と介護の連携在宅医療と介護の連携

「住み慣れた地域で、「住み慣れた地域で、
最期まで自分らしい暮らし」最期まで自分らしい暮らし」

広報 都城 令和 2 年 8 月号 20



市
で
は
、
幼
児
を
対
象
に
無
料
で
麻
し

ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

１
回
の
予
防
接
種
で
は
免
疫
が
つ
き
に

く
い
人
が
い
る
こ
と
や
、
時
間
が
経
つ
と

予
防
効
果
が
不
十
分
と
な
る
た
め
、
接
種

を
２
回
受
け
ま
し
ょ
う
。

◉
接
種
回
数
・
対
象
者
（
対
象
年
齢
）

１
回
目

１
歳
～
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
の
人

２
回
目

平
成
26
年
４
月
２
日
～
平
成
27
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

直
接
、
医
療
機
関
に
予
約
を
入
れ
、
他

の
患
者
さ
ん
と
の
接
触
を
な
る
べ
く
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

子
ど
も
の
体
調
の
良
い

日
に
受
診
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
な
ど
の
発
達
障

が
い
の
原
因
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

生
ま
れ
つ
き
の
脳
の
発
達
特
性
が
関
係
し

て
い
て
、
育
て
方
や
本
人
の
努
力
不
足
が

原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
個
々
の
能

力
を
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
、
幼
児
期
の

う
ち
か
ら
の
「
気
付
き
」
と
「
適
切
な
サ

ポ
ー
ト
」
と
と
も
に
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

特
性
を
理
解
し
、
個
性
を
認
め
る

発
達
障
が
い
に
は
、
い
く
つ
か
の
特
性

が
あ
り
、
見
た
目
に
は
、
分
か
り
に
く
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
で

困
難
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も
が
、
個
性
を

伸
ば
し
な
が
ら
、
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
周
囲
に
い
る
私
た
ち
が
、
得
意
な
こ

と
や
苦
手
な
こ
と
を
理
解
し
、
個
性
を
認

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
子
ど
も
に
合
っ
た
方
法
で
、サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
来
持
っ
て
い
る
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
の
種
類
と
特
性
の
一
例

◎
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

・
話
す
こ
と
や
対
人
関
係
づ
く
り
が
苦
手

・
興
味
・
関
心
の
偏
り
が
あ
る

・
こ
だ
わ
り
が
強
い

◎
注
意
欠
如・多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

・
集
中
で
き
ず
落
ち
着
き
が
な
い

・�

忘
れ
物
が
多
く
、
物
を
な
く
し
や
す
い

◎
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

・�「
読
む
」「
書
く
」「
計
算
す
る
」
な
ど

の
特
定
の
こ
と
が
極
端
に
苦
手

百
日
ぜ
き
・
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）・

お
た
ふ
く
か
ぜ
に
感
染
す
る
と
、
登
園
・

登
校
が
で
き
な
い
「
出
席
停
止
」
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
予
防
接
種
を
で

き
る
限
り
対
象
年
齢
内
で
受
け
て
、
重
症

化
予
防
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
市
が
費
用

を
助
成
す
る
予
防
接
種
な

ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

大
人
も
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す

日
常
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
移
住
な

ど
の
た
め
に
個
人
で
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
か
り
つ

け
医
な
ど
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
妊
娠
を
考
え
て
い
る
人

は
、
無
料
で
県
の
実
施
す
る
風
し
ん

抗
体
検
査
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
、
都
城
保
健
所

（
☎
23

－

４
５
０
４
）
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
を

　
　
　
予
防
し
ま
し
ょ
う

人
か
ら
人
へ
感
染
す
る
感
染
症
と
し
て
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
な
ど
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
感
染
す
る
と
脳
炎
や
難
聴
な
ど
の
重
い
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
健
康
の
た
め
に
、
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
36

－

５
６
６
１

受
け
る
と
き
は
気
を
付
け
て

他
に
気
を
付
け
た
い
感
染
症
は
？

子
ど
も
の
成
長
に
不
安
を
感
じ
た
ら

発
達
障
が
い
は
、
幼
少
期
か
ら
の

早
め
の
気
付
き
と
、
そ
の
子
ど
も
に

合
っ
た
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、

生
活
の
し
づ
ら
さ
を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

M

ま

る

ま

る

allm
all

２
階
の
市
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
親
身
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
で
少
し
で
も
気
に
な

る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
は
、

同
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

個
性
を
認
め
、
理
解
す
る

幼
児
期
の
発
達
障
が
い
（
神
経
発
達
症
）

◎
問
い
合
わ
せ　
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
36

－

５
６
６
１
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広報	都城	令和 2年 8月号 22

毎月第 3日曜日は「家庭の日」

注
意
く
だ
さ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

　
今
後
開
催
予
定
の
催
し
や
講
座
な
ど
に

つ
い
て
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
参
加
を
予
定
し
て
い

る
人
は
、
主
催
者
に
開
催
の
有
無
を
必
ず

確
認
く
だ
さ
い
。

行
政
改
革
推
進
会
議
委
員

◉
対
象
・
定
員　
市
内
に
在
住
す
る
20
歳

以
上
の
人
・
若
干
名

◉
委
嘱
期
間　
10
月
１
日
㈭
～
令
和
４
年

９
月
30
日
㈮

◉
職
務
内
容　
行
政
改
革
大
綱
や
行
政
改

革
に
関
す
る
調
査
・
審
査
お
よ
び
助
言

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

　
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
総
合
政
策
課

　
　
　
☎
23

－
７
１
６
１

毘び

砂し
ゃ
丸ま

る
団
地
宅
地
分
譲

　
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

◉
募
集
区
画　
１
区
画
（
山
田
町
山
田
９

５
８
７
番
44
）

◉
面
積　
３
９
２
・
50
平
方
㍍

◉
分
譲
価
格　
1
1
8
万
９
千
円

　
山
田
地
域
振
興
課

　
　
　
☎
64

－

１
１
１
１

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
と
し
て
、
生
涯

学
習
課
が
主
催
す
る
教
室
な
ど
で
、
絵
画

や
工
作
、
料
理
、
楽
器
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
※
資
格
不
問

　
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
23

－

０
９
６
２

都
城
市
美
術
展（
中
止
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
今
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
代
替
企
画
を
検
討
中
の
た
め
、
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

市
立
美
術
館　
☎
25

－

１
４
４
７

合
同
金
婚
式（
中
止
）

　
市
で
は
、
結
婚
50
年
を
迎
え
た
人
を
対

象
に
、
毎
年
、
金
婚
式
典
を
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

※�

事
前
に
申
し
込
ん
だ
人
に
は
、
地
場
産

品
な
ど
の
記
念
品
や
祝
状
、
記
念
写
真

を
、11
月
22
日
㈰
の
「
い
い
夫
婦
の
日
」

を
め
ど
に
送
付
し
ま
す

　
福
祉
課　
☎
23

－

３
１
０
２

国
文
祭
・
芸
文
祭
（
延
期
）

　
今
年
度
開
催
予
定
だ
っ
た
国
文
祭
・
芸

文
祭
み
や
ざ
き
２
０
２
０
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
令
和
３

年
７
月
3
日
㈯
～
10
月
17
日
㈰
に
延
期
と

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

　
　
☎
23

－

２
１
３
２

救
命
入
門
コ
ー
ス
（
無
料
）

◉
日
時　
８
月
28
日
㈮　

　
　
　
　
10
時
～
10
時
45
分

◉
場
所　
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

◉
対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

　
８
月
25
日
㈫
ま
で
に
消
防
局
警
防

救
急
課　
☎
22

－

８
８
８
３

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
全
10
回
）

◉
日
時　
９
月
９
日
㈬
～
11
月
11
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　
10
時
～
12
時

◉
場
所　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

◉
内
容　
親
子
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
運
動
、
バ

ラ
ン
ス
運
動
、
キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
運
動
、
芋
掘
り
ほ
か

◉
対
象　
市
内
お
よ
び
三
股
町
に
在
住
す

る
１
歳
～
３
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
妊
婦
は
要
相
談
。
託
児
施
設
な
し

◉
定
員　
40
組　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
１
組
３
千
円　
（
保
険
料
含
む
。

子
ど
も
が
２
人
参
加
の
場
合
は
４
千
円
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
返
金
不
可

　
９
月
３
日
㈭
午
前
中
ま
で
に
都
城

市
体
育
協
会　
☎
26

－

７
１
３
３

初
級
簿
記
講
習
会（
全
30
回
）

◉
日
時　
９
月
10
日
㈭
～
11
月
５
日
㈭
の

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日　
19
時
～
21

時　
※
祝
日
、
振
替
休
日
を
除
く

◉
場
所　
都
城
商
工
会
館

◉
定
員　
40
人　
※
申
し
込
み
順　

◉
費
用　
２
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　
９
月
９
日
㈬
ま
で
に
都
城
商
工
会

議
所　
☎
23

－

０
０
０
１

催
　
し

募
　
集

講
座
・
教
室
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日
本
語
初
級
講
座（
無
料・全
15
回
）

◉
日
時　
９
月
11
日
㈮
～
11
月
10
日
㈫
の

毎
週
火
・
金
曜
日　
19
時
～
20
時
30
分　

※�
９
月
22
日
㈫
、
10
月
23
日
㈮
、
11
月
３

日
㈫
は
休
み

◉
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
市
内
在
住
の
外
国
人

◉
定
員　
10
人
程
度　

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
あ
り
。

テ
キ
ス
ト
代
１
、１
０
０
円
が
別
途
必
要

　
９
月
４
日
㈮
ま
で
に
国
際
化
推
進

室　
☎
23

－

２
２
９
５

intl@
city.m

iyakonojo.m
iyzaki.jp

Ｃ
Ｋ
Ｄ
公
開
講
座（
無
料
）

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
に
つ
い
て
、

専
門
医
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

◉
日
時　
９
月
26
日
㈯　
14
時
～
16
時

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
定
員　
１
４
０
人

※
申
し
込
み
順
。
当
日
は
、
マ
ス
ク
着
用
。

　
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

　
参
加
で
き
ま
せ
ん

　
９
月
11
日
㈮
ま
で
に
健
康
課

　
　
　
☎
23

－

２
７
６
５

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時　
８
月
20
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

◉
場
所　
都
城
保
健
所

◉
定
員　
３
人　
※
要
予
約

　
都
城
保
健
所　
☎
23

－
４
５
０
４

大
腸
が
ん
検
診
の
夜
間
受
け
付
け

　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
関
係
な
く

受
け
ら
れ
ま
す
。
日
中
忙
し
い
人
は
、
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
検
診
希
望
者
に
は
、
大
腸
が
ん
検
査
キ

ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
健
康
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
日
時　
９
月
３
日
㈭

　
　
　
　
17
時
15
分
～
19
時

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民　

◉
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

◉
検
診
料　
５
０
０
円

※�

今
年
度
、
市
が
実
施
す
る
医
療
機
関
で

の
個
別
検
診
や
、
国
民
健
康
保
険
の
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
人
は
、
受
診
不
可

　
健
康
課　
☎
23

－

２
７
６
５

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

◉
日
時　
９
月
２
日
㈬
～
12
月
２
日
㈬
の

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　
※
祝
日
を
除
く

◉
場
所　
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
太
郎
坊
町
）

◉
対
象　
本
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
な
る
女
性

◉
定
員　
各
20
人　
※
申
し
込
み
順

※�

検
診
希
望
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
、
電
話
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

◉
検
診
料　
４
０
０
円

※�

生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
人
は
、
生
活
保
護
受
給
者
証

明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種
検
診
自
己

負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
出
ま
た
は
提

示
す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

　
健
康
課　
☎
23

－

２
７
６
５

農
業
後
継
者
等
支
援
事
業

◉
対
象　
市
内
に
在
住
し
、
農
業
に
専
業

で
従
事
す
る
人
か
つ
、
申
請
時
に
56
歳
未

満
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人①
親
元
就
農
者

親
族
な
ど
が
農
業
を
し
て
い
て
、
そ
の
経

営
を
継
承
し
規
模
拡
大
す
る
意
思
が
あ
り
、

申
請
か
ら
３
カ
月
以
内
に
就
農
予
定
、
ま

た
は
就
農
後
１
年
以
内
で
あ
る
こ
と

②
新
規
参
入
者

農
業
を
継
承
す
る
基
盤
が
な
く
、
農
業
で

独
立
自
営
す
る
意
思
が
あ
り
、
申
請
か
ら

３
カ
月
以
内
に
就
農
予
定
、
ま
た
は
就
農

後
２
年
以
内
で
あ
る
こ
と

◉
補
助
対
象　
就
農
直
後
の
農
業
経
費
の

一
部

◉
給
付
金
額
・
給
付
期
間

①
１
カ
月
５
万
円
・
２
年
間

②
１
カ
月
10
万
円
・
２
年
間

　
農
政
課　
☎
23

－

２
７
６
８

都
城
市
広
域
都
市
計
画
の
変
更
お
よ
び
山

之
口
運
動
公
園
の
整
備
に
関
す
る
説
明
会

◉
説
明
会
の
内
容
・
日
時
・
場
所

①
用
途
地
域
の
変
更
（
沖
水
地
区
）

②
特
別
用
途
地
区
の
変
更
（
沖
水
地
区
）

８
／
25
㈫　
19
時
～
20
時
30
分　

沖
水
地
区
公
民
館

③
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
運
動
公
園
線
）

④
都
市
計
画
公
園
の
変
更
（
山
之
口
運
動
公
園
）

⑤
山
之
口
運
動
公
園
の
整
備
概
要

８
／
27
㈭　
19
時
～
20
時
30
分　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
不
要

　

①
～
④
は
都
市
計
画
課

　
　
☎
23

－

２
７
６
２

　
　
⑤
は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
準
備
室

　
　
☎
23

－

２
６
９
６

相
　
談

お
知
ら
せ



▪マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（ 6：30～23：00）

お知らせ

家庭用プラスチック製品は燃やせるゴミです

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
や
地
球

温
暖
化
な
ど
の
解
決
に
向
け
た
第
一
歩
と

し
て
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
、
ほ
ぼ
全
て
の
小
売
店
で
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
７

月
１
日
か
ら
、
始
ま
り
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
化
に
よ
る
環
境
保
護
の
た

め
、
レ
ジ
袋
を
購
入
し
な
い
な
ど
、
毎
日

の
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

レ
ジ
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
日
常

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
利
用
さ
れ
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
暮
ら
し
の
中
で
身
近

な
存
在
で
す
が
、
日
々
大
量
に
発
生
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
海
に
流
れ
込
み

長
年
に
わ
た
っ
て
残
存
す
る
た
め
、
地
球

規
模
で
海
洋
汚
染
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
よ
り
一
層
の

排
出
の
削
減
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
身
近
に
で
き
る
環
境
保
護
の

取
り
組
み
と
し
て
「
い
り
ま
せ
ん
レ
ジ
袋

運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
レ
ジ
で
一

言
「
レ
ジ
袋
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
伝
え
、

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚
染

環
境
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

減
ら
そ
う
！
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
業
務
課　
☎
24

－

５
５
６
０

ま
ず
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用

プラスチックごみを減らす取り組み
●買い物は、マイバッグを利用する
●マイボトルを持ち歩き、プラスチック製

カップを減らす
●プラスチック製ストローの使用を控える
●マイ箸を持ち歩き、プラスチック製のス

プーンやフォークを使わない
●詰め替え用の製品を選ぶ　　など

障
が
い
者（
児
）の
各
種
手
当
と
現

況
届
の
提
出

　
次
の
各
種
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、
所

得
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象

者
で
、「
受
給
者
へ
の
お
知
ら
せ
」
が
届

い
て
い
な
い
人
や
、
入
院
や
施
設
に
入
所

し
た
人
は
、
福
祉
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
手
当
の
種
類
・
対
象

特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
重
度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上

あ
る
か
、
そ
れ
と
同
程
度
以
上
の
状
態
に

あ
る
人

障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育

者◉
現
況
届
の
提
出
期
間　
８
月
17
日
㈪
～

26
日
㈬　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
居
住

地
に
よ
っ
て
、
提
出
日
程
と
受
付
場
所
が

異
な
り
ま
す

　
福
祉
課　
☎
23

－

２
９
８
０

年
金
の
相
談
や
手
続
き
は
、
事
前

予
約
を
お
願
い
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
人
ま
た
は

年
金
受
給
者
で
、
各
種
手
続
き
や
相
談
を

希
望
す
る
場
合
、
相
談
者
の
都
合
に
合
わ

せ
、
事
前
に
準
備
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま

で
に
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
予

約
の
際
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
年

金
手
帳
な
ど
を
準
備
く
だ
さ
い
。

【
予
約
受
付
専
用
電
話
】

☎
０
５
７
０

－

05

－

４
８
９
０

　
都
城
年
金
事
務
所

　
　
☎
23

－

２
５
７
１

看
護
職
の
復
職
支
援

　
宮
崎
県
看
護
協
会
で
は
、
県
立
看
護
大

学
や
地
域
の
医
療
機
関
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
と
連
携
し
て
、
看
護
職
の
復
職
支
援

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
日
程

・
９
月
コ
ー
ス　
９
月
10
日
㈭
～
12
日
㈯

・
12
月
コ
ー
ス　
12
月
10
日
㈭
～
12
日
㈯

・
実
習
コ
ー
ス　
11
月
～
令
和
３
年
２
月

　
の
間
（
２
日
間
）

※�

こ
の
ほ
か
、
都
城
で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
研

修
な
ど
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

◉
受
講
料　
無
料　

※�

実
習
を
伴
う
研
修
で
は
、
賠
償
責
任
保

険
加
入
料
１
、０
１
０
円
が
別
途
必
要

　
各
コ
ー
ス
の
開
催
日
１
週
間
前
ま

で
に
宮
崎
県
看
護
協
会

☎
０
９
８
５

－

58

－

４
５
２
５

お
知
ら
せ

レ
ジ
袋

　い
り
ま
せ
ん

MY
BAG
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INFORMATION は申し込み、 は問い合わせ

宮
崎
県
就
職
説
明
会
（
無
料
）

◉
日
時　
８
月
29
日
㈯

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所　
ホ
テ
ル
中
山
荘

◉
対
象

・�

大
学
な
ど
の
卒
業
予
定
者
（
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
は
除
く
）

・�

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
就
業
希
望
者
を

含
む
、
求
職
活
動
中
ま
た
は
転
職
を
考

え
て
い
る
人　
な
ど

◉
内
容　
企
業
と
の
個
別
面
談
な
ど

※�

申
し
込
み
不
要
。
参
加

企
業
な
ど
、
詳
し
く
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い

　
県
雇
用
労
働
政
策
課

　
　
☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
０
５

植
林
な
ど
森
林
整
備
の
補
助

　
人
工
林
を
伐
採
し
た
後
に
、
植
林
な
ど

の
森
林
整
備
を
行
わ
な
い
と
、
将
来
の
木

材
資
源
の
減
少
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害

発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
植
林
な
ど
を
行
う
場
合
、
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
補
助
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
森
林
保
全
課　
☎
23

－
２
１
５
２

被
爆
２
世
の
健
康
診
断
（
無
料
）

◉
対
象　
両
親
の
い
ず
れ
か
が
被
爆
者
健

康
手
帳
を
所
有
し
、
原
子
爆
弾
投
下
後
に

生
ま
れ
た
人
。　
※
胎
児
被
爆
者
除
く

◉
日
程　
９
月
中
旬
～
令
和
３
年
３
月
５

日
㈮　
※
詳
細
は
、後
日
、申
込
者
に
通
知

◉
申
込
方
法　
健
康
課
で
配
布
す
る
所
定

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
月
31

日
㈪
ま
で
に
封
書
で
宮
崎
県
健
康
増
進
課

（
〒
880

－

８
５
０
１　

宮
崎
市
橘
通
東
二

丁
目
10

－

１
）
へ
送
付

　
県
健
康
増
進
課

　
　
　
☎
０
９
８
５

－

26

－

７
０
７
８

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

相
談
窓
口

　
次
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
い
き
な
り

病
院
を
受
診
せ
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く

だ
さ
い
。

・�

息
苦
し
さ
や
強
い
だ
る
さ
、
高
熱
な
ど

の
症
状
が
あ
る
と
き

・��

妊
婦
を
含
む
重
症
化
し
や
す
い
人
で
、

発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き

・��
そ
れ
以
外
の
人
で
、
発
熱
や
咳
な
ど
の

症
状
が
続
く
と
き

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
健

康
相
談
セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
対
応
）

☎
０
９
８
５

－

78

－

５
６
７
０

FAX
０
９
８
５

－

44

－

２
６
１
６

休日急病診療機関
◦診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください
月日 医療機関名 電話番号

８/23
㈰

早水公園クリニック
（内・小・外・消・ｱﾚ） 36-6117
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
長倉医院（内） 52-2109
もりやま脳神経外科 21-6888
よしかわクリニック（麻・整・内） 23-9384
くぼた眼科 26-3100
浜田歯科医院 22-0222

８/30
㈰

原田医院（内・小・外） 26-3330
藤元上町病院（内） 23-4000
しげひらクリニック（内） 27-5555
とまり内科外科胃腸科医院
（内・外・胃） 52-1135
石井皮膚科医院 23-4588
かみながえクリニック（耳鼻）25-0224
安富歯科医院 22-4118

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科
医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局
８/23㈰ はやみず、姫城、そうごう三股仲町、

サン久保原、前田町椎の木、たかお
８/30㈰ ひまわり都城上町、みどり、大光、古川

みやざき医療ナビ

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

ス
マ
イ
ル
商
品
券

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対

策
と
し
て
、
全
市
民
に
「
が
ん
ば
ろ
う
都

城
！
ふ
る
さ
と
応
援
券
」
を
交
付
し
た
後

に
、
希
望
者
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
商
品

券
を
販
売
し
ま
す
。

◉
対
象　
８
月
１
日
時
点
で
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
、
記
載
さ
れ
て
い
る
人

◉
内
容　
１
冊
１
万
円
（
千
円
券
13
枚
つ

づ
り
）

◉
申
込
方
法　
10
月
上
旬
に
対
象
世
帯
に

申
込
書
を
送
付
。
購
入
希
望
者
は
申
込
書

を
記
入
し
返
送
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に

は
、
11
月
中
旬
に
引
換
券
を
送
付

◉
購
入
場
所　
市
内
27
郵
便
局　

　
ス
マ
イ
ル
商
品
券
事
務
局

　
　
　
☎
23

－

８
０
７
8

【
利
用
で
き
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
】

　
８
月
に
説
明
会
を
開
催
予
定
。
詳
し
く

は
、
各
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
予
定
で
す
。

　
都
城
商
工
会
議
所

　
　
☎
23

－

０
０
０
１

　
　
荘
内
商
工
会　
☎
37

－

０
０
２
４

　
　
中
郷
商
工
会　
☎
39

－

０
３
３
４

　
　
山
之
口
商
工
会　
☎
57

－

２
０
１
６

　
　
高
城
商
工
会　
☎
58

－

２
０
２
０

　
　
山
田
商
工
会　
☎
64

－

２
０
５
７

　
　
高
崎
商
工
会　
☎
62

－

３
１
３
１

Miyakonojo City Public Relations 2020.8
市役所の開庁時間　平日 8：30～17：15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19：00まで開設25



【
お
骨
の
移
動
】

お
骨
の
移
動
は
、現
在
墓
地
の
あ
る「
移

動
元
」の
市
区
町
村
で「
改
葬
許
可
申
請
」

が
必
要
で
す
。
市
内
に
墓
地
の
あ
る
人
は
、

環
境
政
策
課
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
外
に

墓
地
の
あ
る
人
が
市
内
に
お
骨
を
移
動
す

る
場
合
は
、
墓
地
の
あ
る
市
区
町
村
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
墓
じ
ま
い
】

墓
地
が
不
要
と
な
っ
た
ら
、
お
骨
の
移

動
と
併
せ
て
、
墓
石
や
祭
壇
な
ど
の
撤
去

や
整
理
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
臨
時
駐
車
場
と
交
通
規
制
】

市
営
墓
地
は
、
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
営
墓
地
周
辺
の
混
雑

解
消
の
た
め
、
市
道
の
一
部
を
交
通
規
制

し
ま
す
。
自
家
用
車
で
の
墓
参
り
は
で
き

る
だ
け
控
え
、
や
む
を
得
ず
自
家
用
車
を

２
０
１
９
年
中
の
都
城
市
管
内
の
救
急

出
動
件
数
は
、
１
日
平
均
約
23
件
。
救
急

車
や
救
急
隊
員
の
数
に
は
限
り
が
あ
る
た

め
、
出
動
件
数
が
増
え
る
と
、
救
急
隊
の

到
着
時
間
が
遅
く
な
り
、
人
命
を
危
険
に

さ
ら
し
ま
す
。
症
状
が
軽
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
場
合
は
、自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
、

患
者
等
搬
送
事
業
者
な
ど
を
利
用
く
だ
さ

い
。

【
消
防
局
認
定
の
患
者
等
搬
送
事
業
者
】

患
者
等
搬
送
事
業
者
と
は
、
緊
急
性
の

な
い
患
者
を
医
療
機
関
や
社
会
福
祉
施
設

な
ど
へ
有
料
で
送
迎
す
る
民
間
事
業
者
で

す
。
応
急
手
当
や
搬
送
法
の
講
習
を
修
了

し
た
乗
務
員
が
乗
車
し
、
応
急
手
当
に
必
要

な
器
材
な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
。
※
要
予
約

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
ま
す
や
ま

　
☎
0
9
0

－

2
8
5
8

－

4
7
8
6

●
介
護
福
祉
タ
ク
シ
ー
夢
野

　
☎
80

－

6
3
7
6

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
は
ま
ゆ
う

　
☎
0
9
0

－

8
8
3
0

－

8
1
5
2

利
用
す
る
場
合
は
、
警
備
員
の
誘
導
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
墓
地
の
臨
時
駐
車
場
に
看

板
を
設
置
し
ま
す
。
看
板
の
な
い
場
所
に

は
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
供
え
物
な
ど
の
処
分
】

供
え
物
な
ど
を
家
庭
ご
み
と
し
て
出
す

場
合
は
、
市
の
ご
み
分
別
方
法
に
沿
っ
て

処
分
く
だ
さ
い
。
特
に
、
針
金
が
使
わ
れ

て
い
る
造
花
や
ち
ょ
う
ち
ん
は
、「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」で
す
の
で
、注
意
く
だ
さ
い
。

救
急
時
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人

の
速
や
か
な
応
急
手
当
が
人
命
を
左
右
し

ま
す
。

消
防
局
で
は
、
応
急
手
当
が
学
べ
る
講

習
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

聴
覚
や
言
語
機
能
な
ど
の
障
が
い
の
た

め
、
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困
難

な
人
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
利
用
し
て
、
簡
単
な

画
面
操
作
で
緊
急
通
報
が
行
え
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要

で
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

消
防
局
指
令
課
（
☎
23

－

２
１
２
５
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

墓
の
手
続
き
・
お
盆
の
墓
参
り

お
骨
の
移
動
や
墓
じ
ま
い
の
際
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
お
盆
期
間

中
の
墓
参
り
に
は
、
混
雑
緩
和
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
政
策
課　
☎
23

－

２
１
３
０

お
骨
の
移
動
は
手
続
き
く
だ
さ
い

墓
参
り
は
自
家
用
車
の

利
用
を
控
え
て
く
だ
さ
い

８月の臨時駐車場開設と交通規制の予定

9日㈰ 13日㈭ 15日㈯

東墓地 臨・交 臨・交 臨・交

西墓地 臨 臨・交 臨・交

北墓地 臨・交 臨・交 臨・交

臨：臨時駐車場あり　交：交通規制あり

９
月
９
日
㈬
は
「
救
急
の
日
」

救
急
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
よ
う
！

「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
な
ど
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
人
の

命
に
関
わ
る
救
急
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◎
消
防
局
警
防
救
急
課　
☎
22

－

８
８
８
３

救
急
車
は
適
正
に
利
用
く
だ
さ
い

応
急
手
当
講
習

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
N
E
T
１
１
９
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ご協力ありがとうございました。

※応募者の個人情報は、当選発表と商品発送、
　質問などの回答以外には利用しません

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

このコーナーでは、「わたしの一言」 の中か
ら一部を紹介します。また、 皆さんから寄せら
れた意見を、今後の広報紙に生かしていきます。

10代 ・ 20～30代 ・ 40～50代 ・ 60 代以上

◦あなたの年代は？（〇をつけてください）

◦８月号で特に興味を持ったページのタイトル

◦ 8 月号を読んでのわたしの一言

◦今後、取り扱ってほしい記事

９
月
の
巡
回
が
ん
検
診（
要
予
約
）

　

事
前
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
話
、
健
康

課
窓
口
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
奇
数
年

生
ま
れ
の
女
性

◉
日
程
・
場
所

９
／
２
㈬
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

９
／
３
㈭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
／
８
㈫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
／
15
㈫
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◉
受
付
時
間　
９
時
～
11
時
30
分
、
13

時
～
15
時
30
分

◉
検
診
料　
２
千
円

【
子
宮
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
20
歳
以
上
の
和
暦
で
奇
数
年

生
ま
れ
の
女
性

◉
日
程
・
場
所

９
／
15
㈫
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◉
受
付
時
間　
９
時
～
10
時
、
13
時
30

分
～
14
時
30
分

◉
検
診
料　
１
、３
０
０
円

【
胃
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

◉
日
程
・
場
所

９
／
25
㈮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
／
30
㈬
中
郷
地
区
公
民
館

◉
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
10
時
30
分

◉
検
診
料　
１
、３
０
０
円

健康ひとくちメモ♪健康ひとくちメモ♪

ビタミンB1で夏バテ予防！

「夏バテ」は、高温多湿によ
る体力の消耗や、発汗により水
分やミネラルを失うことに加
え、食事の偏りによる栄養バラ
ンスの乱れが原因で起こりま
す。

夏バテを予防するには、ウナ
ギや豚肉などビタミン B1 が豊
富な食材を摂ることが大切。糖
質をエネルギーに変えることか
ら、疲労回復には欠かせない栄
養素です。一方で、麺だけの食
事やアイスクリーム、ジュース
などを摂り過ぎると、ビタミン
B1 が 不 足。 食
欲不振や体の怠
さを引き起こす
の で 注 意 し ま
しょう。

vol.3 健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

◎
問
い
合
わ
せ　
健
康
課　
☎
23

―

２
７
６
５

6

表紙の消防隊員の若さあふれる姿に感激。市民
の安心・安全のために、日々励んでいただき感謝
しています。

（岩満町　ハッチャン）

新卒者の県外就職による人口減少を防止するた
めにも、市内の企業や事業所を知ってもらい、一
人でも多くの若者に地元で働いてほしいですね。

（下川東四丁目　Ｙ・Ｓさん）

高齢者クラブの記事を読んで、健康づくりや
サークル活動、世代間交流など、生きがいづくり
の活動に参加したいと思いました。

（南横市町　かずパパさん）

老朽化していた都城運動公園野球場がリニュー
アルされ、うれしく思います。市民にとっても自
慢できる施設になりました。

（郡元四丁目　Ｈ・Ｉさん）



Vol.
16

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
基
盤
技
術
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
う
機
械
工
学
。
航
空

機
や
自
動
車
、
船
舶
な
ど
の
輸
送
機
器
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
電
気
・
情
報
機

器
か
ら
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
身
の
回

り
の
機
器
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

物
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
支
え
て
い
て
、

全
て
の
も
の
づ
く
り
の
基
盤
と
な
っ
て

い
ま
す
。

機
械
工
学
は
、「
材
料
力
学
」「
流
体

力
学
」「
機
械
力
学
」「
熱
力
学
」
の
４

つ
の
基
礎
学
問
で
構
成
。
中
で
も
熱
力

学
を
専
門
と
す
る
伝
熱
工
学
研
究
室
で

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
に
つ
い
て
研

究
を
重
ね
て

い
ま
す
。
携

帯
電
話
や

ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
、
エ
ア

コ
ン
な
ど
、

熱
の
冷
却
を

効
率
的
に
行

う
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
器
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
聖あ
き
ら

さ
ん
（
専
攻
科
１
年
・
祝
吉

中
学
校
出
身
）
は
「
幼
い
こ
ろ
か
ら
自

動
車
に
興
味
が
あ
っ
て
こ
の
学
校
を
選

ん
だ
。
研
究
室
で
は
失
敗
と
挑
戦
の
連

続
」
と
力
を
込
め
ま
す
。
銅
管
と
水
を

使
っ
て
熱
を
効
率
的
に
速
く
伝
え
る

「
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
」
の
研
究
を
行
う
福

島
さ
ん
。「
モ
ノ
を
作
る
こ
と
で
人
を

幸
せ
に
し
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

白
岩
寛
之
准
教
授
は
「
自
分
で
考
え

て
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
。
本
校
で

培
っ
た
、
失
敗
し
て
も
恐
れ
ず
に
挑
戦

し
て
い
く
こ
と
を
、
社
会
に
出
て
も
続

け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
高
等
教
育
機
関
を
紹
介

都
城
工
業
高
等
専
門
学
校

（
機
械
工
学
科
）

　
☎
47

－

１
１
０
７

◦
取
得
で
き
る
資
格

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
、
危
険
物
取

扱
者
（
乙
種
）、
技
術
士
補
（
機
械
部

門
）
な
ど

ヒートパイプ研究の様子

（左から）福島さん、白岩准教授

【お茶とクレープのセット 5人】
商品提供事業者

プレゼントの応募方法
はがきに住所、氏名、電話番号と、8月号を読んだ
感想などを書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。
◎応募締め切り　８月31日㈪　当日消印有効
◎当選者発表　本紙 10月号
◎６月号当選者　前田ミヨ子さん　他 4人
◎６月号応募総数　97通

お茶とクレープの専門店「TEA STAND SABO」
（都城市中町 17-18） ☎51-8874
　SABO風チーズティー「ソルティジャスミンティー」
と半熟卵がとろける「とろたまハムチーズクレープ」
をセットでプレゼント。厳選紅茶や花見糖を使ったク
レープなども人気。おSABOり気分でどうぞ。

※市公式 LINE とお友だちの人は、WEBで応募で
　きます。

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

POST CARD

8 8 5 8 5 5 5

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

63円切手を
お貼りください

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  Vol.176  2020年 8 月号）



歴
史
探
訪

ぼ
ん
ち
く
ん
と

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

「
永え
い

禄ろ
く
4
年
日じ
っ

新し
ん

様
よ
り

義
久
様
江
御ご

教き
ょ
う

訓く
ん
之の

条じ
ょ
う

々じ
ょ
う

写う
つ
し

」

薩
摩
の
戦
国
武
将
で
あ
っ
た
島
津
日
新

（
忠た

だ

良よ
し

）
は
、
南
九
州
を
統
一
し
た
貴
久

の
父
で
あ
り
、
義
久
の
祖
父
に
当
た
り
ま

す
。
日
新
は
、
鹿
児
島
藩
の
郷
中
教
育
の

聖
典
と
さ
れ
る
「
島
津
い
ろ
は
歌
」
を
作

成
。
藩
士
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。

都
城
島
津
邸
に
は
、
日
新
が
永
禄
4
年

（
1
5
6
1
）
に
、
孫
の
義
久
へ
与
え
た

五
カ
条
か
ら
な
る
教
訓
書
の
写
し
が
、
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
冒
頭
に
は
「
善
も

悪　
悪
も
善
な
れ　
成
せ
ば
成
る　
心
よ

心　
恥
よ
お
そ
れ
よ
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、

人
と
し
て
善
悪
の
見
極
め
が
重
要
で
、
そ

の
た
め
に
心
を
し
っ
か

り
持
ち
、
自
他
に
恥
じ

な
い
よ
う
す
べ
き
と
義

久
に
諭
し
て
い
ま
す
。

本
史
料
の
存
在
か
ら
、

都
城
に
お
い
て
も
、
日

新
の
教
え
が
大
切
に
さ

れ
、
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
た
こ
と
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

鍋な
べ

谷た
に

橋ば
し

（
現
二ふ
た

俣ま
た

橋ば
し

）

安
久
町
尾お

平び
ら
野の

の
鍋
谷
川
に
架か

か
る

鍋
谷
橋
は
、
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）

に
完
成
し
ま
し
た
。
全
長
38
㍍
、幅
4・

5
㍍
、
高
さ
20
・
２
㍍
で
、
市
内
に
現

存
す
る
も
の
で
は
、
最
大
か
つ
最
古
の

石
造
ア
ー
チ
橋
で
す
。

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
に
新
し
い

鍋
谷
橋
が
完
成
す
る
ま
で
、
本
市
と
日

南
市
を
結
ぶ
重
要
な
橋
と
し
て
、
長
く

地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
し
た
。

橋
全
体
の
破
損
も
少
な
く
当
時
の
姿
を

と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
16
年

に
は
、
都
城
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心弾むヘアアクセサリー
モンゴルの代表的な髪飾りの一つである「髪の毛入
れ」は、髪の毛を入れる袋状のもので、主にシルクで
作られています。
その昔、一般的に女性は髪の毛を背中辺りまで伸ば
していました。料理や家畜の世話、乳搾り、乳製品の
加工など、主に女性の役割とされた作業をする際に、
「髪の毛入れ」は、髪を汚れから守ってくれる衛生的
な役目を果たしていました。
近年、卒業式や結婚式など、重要な儀式でしか身に
着けられることがなかった「髪の毛入れ」でしたが、
時代は回って今では、若い女性のファッションアイテ
ムとして、色鮮やかな刺しゅうを施したものが人気に
なっています。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎ 23-2295

本作は日中戦争中、徴用された馬の勝
かつ
哉
や
号
ごう
が描か

れています。戦時中、馬は自動車が入れないような
場所でも使える、移動や運搬の重要な手段でした。
都城からも勝哉号をはじめ、多くの馬が戦場へ送り
出されました。兵士として勝哉号とともに戦争を体
験した坂本正

まさ
直
なお
は、「（前略）夕陽が野原を斜めに照

らしていた。こがね色の空に立ってこちらを見てい
る勝哉号を振り返り振り返り別れたわたしは部隊に
追いつくために急いだ。」とキャンバスの裏につづっ
ています。
本作品は、８月23日㈰までの収蔵作品展（平和
の彩典）で展示しています。

◎問い合わせ　市立美術館　☎ 25-1447

ルイメド・ソヨルマーさん
（モンゴル） vol.21

vol.28 坂
本
正
直
作
（
油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス
）

（
1
9
8
4
年
）

「
勝
哉
号（
３
―
３
）南
京
で
別
れ
た
日
」

「髪の毛入れ」を着けるソヨルマーさん
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◉問い合わせ　市立図書館　☎22-0239
　　　　　　　高城図書館　☎58-4224

中 心 市 街 地
中 核 施 設

Mallmall 内の未来創造ステーションにある「コワー
キングスペース」では、ポイントシステムを導入してい
ます。
「まちたん」LINEアカウントを友達登録し、支払い時
にQRを読み取ることで、ポイントが貯まります。
この機会に、ぜひ、ポイントを貯めてプ
チギフトや 3 時間無料クーポンを獲得して
みませんか。詳しくは、都城まちづくり株
式会社ホームページを確認ください。
※�現在は、新型コロナウイルス感染防止のため、座席の
間隔を空け利用人数を制限しています。なお、複数人
で利用する場合は、会
議室を案内しています

◎問い合わせ
　未来創造ステーション
　☎ 36-5720

■獲得できるポイント
・利用料金500円未満で 1 ポイント
・利用料金500円以上（3 時間コース）で 2 ポイ
　ント
・利用料金800円以上（1Day コース）で 3 ポイ
　ント
■ボーナスポイント
・毎月 3 の付く日は、プラス 1 ポイント
・ 「まちなかランチマップ」掲載店舗の利用で 1 ポ

イント獲得
■特典
・20ポイント貯めると、プチギフトをプレゼント
・40ポイント貯めると、コワーキングスペース3時
　間無料クーポンをプレゼント

市 立 図 書 館 ◦休館日／9月 8日（施設点検のため）
	 ◦開館時間／ 9：00～21：00

高 城 図 書 館  ◦休館日／8月4日・10日・11日・16日・
	 　　　　　18日・25日、９月1日・8日
	 ◦開館時間／ 9：30～18：00

「紙屋悦子の青春」（111分）
　現代演劇作家・松田正隆の戯曲を原作に、戦争に
引き裂かれる恋と庶民の日常を描いた作品を上映。
【場所】　市立図書館ギャラリー
【日時】　9 月13日㈰　①10：30～、②15：00 ～
【定員】　各 25人　※要申し込み。自由席

mallmallシアター

休止していた上映会「mallmall シアター」を
再開します。来館時のマスクの着用など、新型コ
ロナウイルス感染症の予防対策に協力ください。

館内の環境改善の
ため、空気を循環さ
せる新しいサーキュ
レーターを導入しま
した。２階のベビー
ルームにも設置して
いますので、安心し
て来館ください。

へいわとせんそう
Noritake（絵） たにかわしゅ
んたろう（文）
ブロンズ新社（出版）
「へいわのボク」と「せん
そうのボク」では、何が変わ

るのだろう。同じ人や物、場所を見開きごとに比べ
ると、平和と戦争の違いが見えてきます。

イベント再開情報
お知らせお知らせお知らせお知らせ

広報 都城 令和 2 年 8 月号 30



「戦争特集」で、多くの戦争体験者に取
材しました。戦争体験談は、耳をふさぎた
くなるほど想像を絶する残酷なものばかり。
普段はとても穏やかで、優しい表情の皆さ

んが、悲惨な戦争をどのような思いで乗り越え、生き
てきたのだろうと考えると、胸が詰まる思いです。今回、
取材を受けていただいた皆さんに心から感謝しつつ、体
験者の高齢化により直接、体験談を聞くことが難しくな
る今後、私たちが次世代に「不戦と平和」を語り継いで
いかなければならないと切に思いました。（史）

令和２年 7月１日現在 前月比 前年比
世帯数 71,343世帯 （-36） �（390）
人口総数� 160,243人 （-124） (-783)
男　性 75,386人 （-73）（-279）
女　性 84,857人 （-51）（-504）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

都 城 市 現 住 人 口

市 の 提 供 番 組 紹 介

スマートフォン
からも市政情報を
確認できます。

　地域おこし協力隊とは、都市部から転入してきた人
材を地域の活性化に役立てる制度で、市では平成 28
年度から活用。今回は、令和２年４月１日に着任した
新隊員を紹介します。

NPOのイベント情報
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベン
トが中止または延期になる場合があります。
参加を予定している人は、主催者に開催の有無を
必ず確認ください。

終活・相続無料相談会　※要予約
◦日時　8/8 ㈯・22㈯　10時～17時
◦場所　ライフサポートセンターHAPPY終活案内所（中町 17-14）
ライフサポートセンターHAPPY（八反田）　☎090-2855-0482

シエロコモ！　シニア対象運動トレーニング＆レクリエーション　※要予約
◦日時　8/20 ㈭、9/3 ㈭　10時～11時
◦場所　ウエルネス交流プラザ
都城スポーツクラブシエロ（水久保）　☎ 090-8407-0406

第 10 回 大淀川こどもサミット　※要予約
◦日時　8/23 ㈰　10時～14時
◦場所　せせらぎ水路公園（国道10号沖水橋下河川敷）
都城大淀川サミット（大城）　☎ 090-1512-5061

テレビ番組の案内
▪MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイド FM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
▪シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
　「インフォメーション M」毎週月～金曜日
　9：50～9：55、15：55～16：00（再）

テレビ番組の案内
◆BTVケーブルテレビ（デジタル 111ch）
　「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～ ②11：50 ～ ③16：50 ～
④20：50 ～ ⑤22：50 ～

◎問い合わせ
　選挙管理委員会事務局　☎23-7864

みやこんじょを元気に！みやこんじょを元気に！
地域おこし協力隊地域おこし協力隊
◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

タイトル：
「18才からしかもらえない最高のプレゼント」
　今回は、令和元年度明るい選挙啓発４コマ漫画
中学生の部で、最優秀賞を受賞した「吉田�知紗子
さん（当時妻ヶ丘中２年）」の作品を紹介します。

選挙権が最高のプレゼント！うまく考えました
ね。テンポも良く、これが４コマ漫画の面白いと
ころです！（ぼんちくん作者�みやこのジョーさん）

地域おこし協力隊の制度
を知り、出身地の南九州の
活性化に取り組みたいと
思い応募しました。当初
は、婚活イベントの企画や
運営補助を行う予定でした
が、コロナ禍の影響で開催

見合わせの状況に。そこで、何かできないかと考
えたのが、移住者の視点で情報発信する広報紙「み
やこのじょうTimes」の創刊でした。季節に合わ
せたテーマで都城を紹介していて、７月号では都
城の夏をテーマに、おすすめスポットや熱中症対
策について特集しました。この広報紙は、市役所
や市立図書館で入手できるので、ぜひ、ご覧くだ
さい。

都城の魅力をしっかりとPRしな
がら、今後は、少しでも多くのカッ
プルの誕生、そして結婚につなげら
れるよう、気軽に参加できるような
楽しいイベントを企画していきたい
と思います。

有留 かなさん

婚活支援活動に取り組む
地域おこし協力隊

インタビュー

地域おこし
協力隊
インスタグラム

1

3

2

4
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豚の頭肉を使った
豚の炭焼と夏野菜の彩り炒め
◦材料（4人分）
豚の炭焼き…1袋　ニンジン…1/3 本
カボチャ…1/8 個　ゴーヤ…1/2 本
ナス…1/2 本　プチトマト…6 個
パプリカ（赤、黄）…各 1 個　しめじ…1/2 袋
紫キャベツ・・・4 枚
塩・こしょう…少々　ポン酢しょうゆ…適量
オリーブオイル（炒め用）…適量
◦下準備

ニンジン、カボチャ、ゴーヤ、パプリカは薄切りにし、
ナスは輪切り、紫キャベツはやや大きめに切り、しめ
じは石づきを取りほぐしておく。豚の炭焼きは、湯せ
んで温めておく。
◦作り方
①紫キャベツ以外の野菜としめじをフライパンで素焼

きし焼き目をつける。
②①を取り出し、フライパンにオリーブオイルを入れ、

紫キャベツを軽く炒める。
③①をフライパンに戻し、塩とこしょうで味付けする。
④③に温めた炭焼きを入れ、軽く炒める。
※お好みで、ポン酢しょうゆをかける

豚の生産から加工まで行う当社が、飼育方法と飼料
にこだわった「大

だい
万
まん
吉
きち
豚
ぶた
」は、肉の風味と脂の甘さが

特徴。一押しの商品「豚の炭焼」は、香草などと漬け
込んだ頭肉を、備長炭
でじっくり焼き上げま
した。そのほか、豚の
みそ漬けや豚みそなど
の加工品も自社製造し
ていて、全て当社直売
所「里ポーク」のみで
購入できます。

㈱中馬飼料
（今町 7516　☎39-0201）

都城市の
6 次化事業者

市役所からのお願い ◎問い合わせ
　コミュニティ文化課
　☎ 23－7146

広報紙など各種文書を配布するときのお願いです！
新型コロナウイルス感染防止のため、次の取り組みの徹底をお願

いします。なお、多人数が文書に触れる機会を減らすため、当面
の間、回覧文書による情報提供は中止します。
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密にならない

広報紙以外は広報紙に挟み込み、丸めない数えるときや仕分けのときに指をなめない！ ポストへ投函。直接手渡さない！

まずは手洗い マスクを着用して仕分け


